
二 〇 一 九 年 度 （ 令 和 元 年 度 ）

瓜 生 山 同 窓 会 ： 事 業 報 告
〔 基 〕 ＝ 基 本 事 業

〔 本 〕 ＝ 本 部 事 業

〔 分 〕 ＝ 分 科 会 事 業

２ ０ １ ９ 年 （ 平 成 31 年 ・ 令 和 元 年 ）　………………………………………

4 月 13 日 〔 本 〕 第 一 回 役 員 会

4 月 18 日 〔 支 〕 東 京 支 部 会 議

4 月 20 日 〔 支 〕 美 唄 支 部 会 議

5 月 17 日 〔 本 〕 第 二 回 役 員 会

6 月 〔 基 〕 会 報 『 蒼 天 』 発 行

6 月 22 日 〔 支 〕 美 唄 支 部 同 窓 会 開 催

6 月 27 日 〔 支 〕 九 州 支 部 会 議

6 月 30 日 〔 支 〕 美 唄 支 部 会 議

7 月 11 日 〔 本 〕 第 三 回 役 員 会

7 月 13 日 〔 特 〕 望 天 館 竣 工 式

7 月 28 日 〔 本 〕 瓜 生 山 同 窓 会 総 会 ／ 連 動 企 画

8 月 5 日 〔 支 〕 兵 庫 支 部 会 議

8 月 6 日 〔 支 〕 広 島 支 部 会 議

8 月 8 日 〔 支 〕 東 京 支 部 会 議

8 月 26 日 〔 特 〕 瓜 生 山 Ｈ Ｃ Ｄ 打 合 せ

 〔 本 〕 第 四 回 役 員 会

9 月 9 日 〔 本 〕 第 五 回 役 員 会

9 月 11 日 〔 特 〕 京 造 ね ぶ た 表 彰 式

9 月 15 日 〔 特 〕 ホ ー ム カ ミ ン グ デ ー

9 月 22 日 〜 23 日 〔 支 〕 広 島 支 部 事 業 現 地 調 査

9 月 25 日 〔 支 〕 九 州 支 部 会 議

10 月 6 日 〔 支 〕 東 京 支 部 同 窓 会 開 催

10 月 7 日 〔 本 〕 第 六 回 役 員 会

10 月 29 日 〔 支 〕 北 海 道 支 部 会 議

11 月 2 日 〔 支 〕 九 州 支 部 同 窓 会 開 催

11 月 2 日 〔 分 〕 歴 史 遺 産 学 科 分 科 会

11 月 16 日 〔 分 〕 歴 史 遺 産 学 科 同 窓 会

11 月 12 日 〜 17 日 〔 支 〕 北 海 道 支 部 同 窓 会 開 催

11 月 26 日 〜 12 月 1 日 〔 分 〕 彫 刻 ・ 立 体 ・

  総 合 造 形 分 科 会 「U.S.E.11 」

11 月 27 日 〔 本 〕 第 七 回 役 員 会

12 月 7 日 〔 支 〕 中 部 支 部 事 業 現 地 調 査

２ ０ ２ ０ 年 （ 令 和 2 年 ）　…………

1 月 18 日 〜 19 日 〔 支 〕 広 島 支 部 同 窓 会 開 催

1 月 19 日 〔 支 〕 美 唄 支 部 会 議

1 月 22 日 〔 本 〕 第 八 回 役 員 会

1 月 26 日 〔 本 〕 中 間 報 告 会

2 月 15 日 〔 支 〕 中 部 支 部 同 窓 会 開 催

2 月 16 日 〔 基 〕 卒 業 制 作 展 支 援

2 月 22 日 〔 支 〕 東 京 支 部 会 議

3 月 4 日 〔 本 〕 第 九 回 役 員 会

3 月 21 日 〔 支 〕 広 島 ・ 九 州 支 部 合 同 会 議

3 月 21 日 〔 基 〕 ２ ０ １ ９ 年 度 中 間 監 査

3 月 31 日 〔 基 〕 ２ ０ １ ９ 年 度 決 算
〔 特 〕 ＝ 特 別 事 業

〔 支 〕 ＝ 支 部 事 業

■ 美 唄 支 部 同 窓 会　 ワ ー ク シ ョ ッ プ 『 極 小 極 面 構 造 に よ る 造 形 の 美 〜 針 金 と 樹 脂 で 作 る 小 宇 宙 』

　 日 時 ： ６ 月 22 日 （ 土 ）

　 会 場 ： 安 田 侃 彫 刻 美 術 館　 ア ル テ ピ ア ッ ツ ァ 美 唄 内　 体 験 工 房

　 講 師 ： 柴 田 純 生 教 授 （ 美 術 工 芸 学 科 ）

　 ◎ 先 生 よ り 極 小 極 面 構 造 に つ い て の 解 説 ・ 針 金 と 樹 脂 で 作 る

立 体 物 の 見 本 を 見 な が ら デ モ ン ス ト レ ー シ ョ ン を し て い た

だ き 、 そ の 後 、 制 作 開 始 し ま し た 。 出 来 上 が り を 想 像 し な

が ら ス ケ ッ チ か ら 入 る 者 も い れ ば 、 そ の ま ま 針 金 を 曲 げ た

り 、 回 し た り 、 樹 脂 を つ け た り 、 真 剣 に 楽 し ん で 制 作 を し

て い ま し た 。 そ の 後 、 個 々 の 出 来 上 が り 作 品 を 先 生 よ り ご

講 評 い た だ き ま し た 。 ほ と ん ど の 皆 さ ん が 初 め て の 制 作 で 、

大 変 実 り あ る ワ ー ク シ ョ ッ プ と な り ま し た 。 （ 小 川 ）
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■ 東 京 支 部 同 窓 会　 本 間 正 人 副 学 長　 ス ペ シ ャ ル セ ミ ナ ー　 『 す ぐ に 役 立 つ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の ヒ ン ト 』

　 日 程 ： 10 月 ６ 日 （ 日 ）

　 会 場 ： 外 苑 キ ャ ン パ ス　 ２ １ １ 号 室

　 講 師 ： 本 間 正 人 副 学 長

　 ◎ 雨 も 降 り 足 元 の 悪 い 中 で し た が 、 多 く の 方 に 参 加 い た だ き

ま し た 。 面 白 可 笑 し く 話 さ れ る 先 生 に 笑 い の 絶 え な い セ ミ

ナ ー と な り 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に は 相 づ ち 、 う な づ き 、

く り か え し が い か に 必 要 で 、 聞 き 手 が 大 き な 役 割 を 持 っ て

い る こ と を 体 験 し ま し た 。 す ぐ に 役 立 つ ヒ ン ト が た く さ ん あ り 参 加 者 か ら は 大 変 好 評 で し た 。

交 流 会 で は 机 の 配 置 換 え や 料 理 の 準 備 に 時 間 が か か っ て し ま い ま い ま し た が 、 全 て 大 学 の 関 係

者 で で き た こ と は よ か っ た で す 。 （ 小 川 ）

1020
19
年 月

■ 北 海 道 支 部 同 窓 会　 第 13 回 ノ ー ス ・ カ オ ス 展 ２ ０ １ ９

　 日 時 ： 11 月 12 日 （ 火 ） 〜 17 日 （ 日 ）

　 会 場 ： 大 丸 藤 井 セ ン ト ラ ル ㈱　 ７ Ｆ ス カ イ ホ ー ル

　 講 師 ： 奥 田 輝 芳 教 授 （ 通 信 教 育 部　 美 術 科 ）

　 ◎ 今 年 は ５ ８ ０ 名 の 方 に ご 来 場 頂 き 、 今 回 も 多 方 面 で 活 躍 し

な が ら 造 形 芸 術 を 創 造 し 継 続 し て い る 21 名 、 そ れ ぞ れ 独 自

の 気 風 を 遺 憾 な く 発 揮 し た 30 作 品 を 展 示 頂 き ま し た 。 奥

田 先 生 に は 「 現 代 絵 画 の 始 ま り 」 を テ ー マ に ご 講 演 頂 き 、

ギ ャ ラ リ ー ト ー ク で は 、 各 ジ ャ ン ル か ら 形 ・ 色 ・ 技 法 な ど

に つ い て 熱 い ト ー ク が な さ れ ま し た 。 懇 親 会 で は 23 名 の 幅

広 い 年 齢 層 が 集 い 、 と て も 有 意 義 な 時 間 を 過 ご せ ま し た 。

（ 小 川 ）

年
号
も
令
和
に
変
わ
り
新
し
い
時
代
に
と
思
っ
た
矢
先
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
現
れ
る
と
は
誰
が
予
測
し
た
で
し
ょ
う
か
。
瓜
生
山
同
窓
会
も
自
己
防

衛
の
た
め
、
こ
の
蒼
天
に
関
し
て
も
ZO
O
M
で
の
打
ち
合
わ
せ
に
し
た
り
と
い
ろ
い
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と
新
し
い
形
で
進
め
て
お
り
ま
す
。
今
回
の
蒼
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は
総
会
の
資
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に

す
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と
い
う
か
な
り
変
則
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
次
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元
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せ
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い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
も
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
で
こ
の
局
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を
切
り

抜
け
て
、
ど
こ
か
の
事
業
で
お
会
い
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
（
小
川
）
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■ ﹇ 分 科 会 ﹈ ２ ０ １ ９ 年 度　 歴 史 遺 産 学 科 同 窓 会　 記 念 講 演 （ 岡 田 文 男 先 生 に よ る 講 義 と 立 食 懇 親 会 ）

　 日 時 ： 11 月 16 日 （ 土 ）

　 会 場 ： 京 都 造 形 芸 術 大 学 内　 Ｊ 41 、 人 間 館 １ 階 ブ レ ス カ フ ェ 内

　 講 師 ： 岡 田 文 男 教 授 （ 歴 史 遺 産 学 科 ）

　 ◎ 歴 史 遺 産 学 科 （ 旧 文 化 財 科 学 コ ー ス ） 創 設 の 頃 か ら 教 鞭 を

と っ て き た 岡 田 文 男 先 生 を 講 師 に 招 き 、 在 学 中 の 歴 史 遺 産

学 科 学 生 と 卒 業 生 を 対 象 と し た 講 演 会 と 、 大 学 内 の 会 場

に て 岡 田 先 生 を 囲 ん で の 立 食 形 式 に よ る 懇 親 会 を 開 催 し ま

し た 。 在 学 生 と 文 化 財 等 の 専 門 職 に 就 い て い る 卒 業 生 と の

交 流 を は か る 趣 向 と し て 、 現 在 の 仕 事 等 の 状 況 に つ い て 自

己 紹 介 し あ い 立 食 形 式 で 交 流 を 行 い ま し た 。 （ 小 川 ）

卒 展 ク ロ ー ジ ン グ パ ー テ ィ ー

日 程 ： ２ 月 16 日 （ 日 ）

会 場 ： 京 都 造 形 芸 術 大 学　 学 生 食 堂

　 学 生 生 活 の 集 大 成 で あ る 大 学 卒 業 展 ・ 大 学 院 修 了 展 が 今 年 度

も 無 事 終 了 し 、 学 生 食 堂 に て 肩 の 荷 が 下 り た 生 徒 が 気 兼 ね な く

楽 し め る ク ロ ー ジ ン グ パ ー テ ィ ー が 行 わ れ ま し た 。

　 尾 池 学 長 か ら ご 挨 拶 を 賜 り 各 学 科 の 先 生 方 も 参 加 さ れ 、 各 々

が 食 事 を 片 手 に 卒 展 や こ れ ま で の 学 生 生 活 に つ い て 話 に 花 を 咲

か せ て い ま し た 。 ま た 時 間 と お 酒 が 進 ん で ゆ き 、 同 窓 会 役 員 が

春 か ら の 新 生 活 に つ い て 聞 く と 楽 し み と 不 安 で い っ ぱ い の 未 来

を 語 っ て く れ ま し た 。 （ 中 井 ）
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20
20
年
4月
よ
り
京
都
造
形
芸
術
大
学
は
校
名
変
更
し
「
京
都
芸
術
大
学
」
と
な
り
ま
し
た
。
同
窓
生
の
皆
さ
ま
も

メ
デ
ィ
ア
等
を
通
し
て
ご
存
じ
で
あ
る
よ
う
に
、
校
名
変
更
に
は
沢
山
の
意
見
が
出
て
い
ま
す
。
特
に
京
都
市
立
芸

術
大
学
と
の
名
称
の
類
似
に
至
っ
て
は
裁
判
に
ま
で
発
展
し
現
在
も
裁
判
中
で
あ
り
ま
す
。

　
瓜
生
山
同
窓
会
は
名
称
変
更
に
関
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
明
確
に
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
瓜
生
山
同
窓
会
」
の
名
称
の
始
ま
り
は
、
京
都
芸
術
短
期
大
学
の
同
窓
会
と
京
都
造
形
芸
術
大
学
の
同
窓
会
が
合

併
す
る
際
に
産
ま
れ
た
名
称
で
す
。
我
々
同
窓
生
は
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
卒
業
生
で
あ
り
、
ま
た
共
通
の
学
校
法
人

瓜
生
山
学
園
の
卒
業
生
で
あ
る
こ
と
が
会
員
資
格
と
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
発
足
時
か
ら
大
学
の

名
称
を
外
し
た
「
瓜
生
山
同
窓
会
」
と
し
て
運
営
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
大
学
の
名
称
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
今
後
も
変
更
が
続
く
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
我
々
同
窓
会

の
活
動
の
妨
げ
に
な
る
も
の
で
は
な
い
と
し
、
粛
々
と
校
名
変
更
に
対
応
す
る
と
い
う
結
論
に
至
り
ま
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
校
名
変
更
に
よ
り
卒
業
証
明
書
等
は
京
都
芸
術
大
学
（
旧
京
都
造
形
芸
術
大
学
）
と
の
表
記
に
な
り
ま
す

が
京
都
芸
術
短
期
大
学
の
場
合
は
校
名
変
更
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
今
も
卒
業
証
明
書
等
の
名
称
は
当
時
の

ま
ま
で
す
。

　
混
乱
無
き
よ
う
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
瓜
生
山
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会
　
会
長
　
冨
家
裕
久

２ ０ １ ９ 年 ホ ー ム カ ミ ン グ デ ー の 報 告

日 程 ： ９ 月 15 日 （ 日 ） ホ ー ム カ ミ ン グ デ ー

　 大 学 春 秋 座 や 七 月 に 竣 工 し た ば か り の 新 ・ 望 天 館 で 開 催 さ れ

ま し た 。 出 囃 子 と 共 に 月 亭 遊 方 さ ん が 登 場 し 「 皆 さ ま 京 都 造 形

芸 術 大 学 へ お か え り な さ い ま せ 〜 」 と 式 典 が ス タ ー ト し ま し た 。

本 間 副 学 長 の 式 辞 、 冨 家 同 窓 会 会 長 の 祝 辞 、 徳 山 理 事 長 の 式 辞

が あ り 、 「 第 11 回 松 陰 芸 術 賞 」 の 発 表 が あ り ま し た 。 ま た 懇 親 会

場 に は 同 窓 生 の お 店 か ら の 出 店 で 食 事 の 提 供 が あ り 、 本 年 度 は

京 都 芸 術 短 期 大 学 の 卒 業 生 が 還 暦 を 迎 え る 年 と い う こ と で 、 ド

レ ス コ ー ド に 赤 い も の を 着 用 し て 記 念 撮 影 を し て い た だ く フ ォ

ト ス ポ ッ ト を 設 営 し 撮 影 を 楽 し ん で も ら い ま し た 。 （ 冨 家 ）

■ 中 部 支 部 同 窓 会 「 浮 世 絵 に 見 る 江 戸 時 代 の 旅 模 様 」

　 日 程 ： ２ 月 15 日 （ 土 ）

　 会 場 ： 中 山 道 広 重 美 術 館

　 講 師 ： 菅 原 真 弓 元 准 教 授 （ 芸 術 学 部 ）

　 ◎ 午 前 中 は １ Ｆ の 展 示 見 学 と ２ Ｆ の 重 ね 摺 り 体 験 を ２ チ ー ム

に 分 け て 楽 し ん で も ら い ま し た 。 途 中 で １ Ｆ と ２ Ｆ を 入 れ

替 え を 行 い ま し た 。 そ の 後 、 講 師 も 含 め 全 員 で 料 理 旅 館 い

ち 川 に て 楽 し い 時 間 を 過 ご し ま し た 。 菅 原 先 生 に は 、 休 憩

20 分 程 度 を は さ み な が ら ３ 時 間 に 及 ぶ 講 義 を し て 頂 き ま

し た 。 た く さ ん の レ ジ ュ メ や ス ラ イ ド を ご 用 意 く だ さ り 、

大 変 有 意 義 な 時 間 と な り ま し た 。 （ 小 川 ）

■ 九 州 支 部 同 窓 会　 夜 光 貝 で ス ト ラ ッ プ を 作 ろ う ！

　 日 程 ： 11 月 ２ 日 （ 土 ） 　 

　 会 場 ： ア ク ロ ス 福 岡

　 講 師 ： 岡 田 文 男 教 授 （ 歴 史 遺 産 学 科 ） 

　 ◎ 第 一 部 は 歴 史 遺 産 学 科 の 岡 田 先 生 を お 迎 え し 、 螺 鈿 細 工 の

原 料 で あ る 夜 光 貝 を 用 い て ス ト ラ ッ プ を 制 作 し ま し た 。 岡

田 先 生 か ら 正 倉 院 の 宝 物 に あ る 螺 鈿 細 工 の 精 密 さ や 加 工 が

難 し い 事 な ど 歴 史 的 な レ ク チ ャ ー も 受 け 、 夢 中 に な り な が

ら 制 作 し ま し た 。 休 憩 し つ つ 和 や か に ワ ー ク シ ョ ッ プ を 開

催 す る 事 が 出 来 ま し た 。 第 二 部 は 会 場 を 移 し 懇 親 会 を 開 催 。

岡 田 先 生 を 囲 み 楽 し か っ た 制 作 の 感 想 か ら 、 個 々 の 専 攻 や

近 況 ま で 会 話 が 弾 み 大 変 盛 り 上 が り ま し た 。 （ 小 川 ）
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20
年 月 ■ 広 島 支 部 同 窓 会 「 岡 山 の 建 築 と 庭 園 」

　 日 程 ： １ 月 18 日 （ 土 ） 〜 19 日 （ 日 ）

　 会 場 ： 後 楽 園 、 岡 山 城 、 奈 義 町 現 代 美 術 館 、 吉 備 中 央 町 庁 舎 、 重 森 三 玲 記 念 館

　 講 師 ： 荒 川 朱 美 教 授 （ 環 境 デ ザ イ ン 学 科 ）

　 ◎ 二 日 間 に わ た る 同 窓 会 で し た 。 一 日 目 の

見 学 に 関 し て は 、 皆 さ ん 楽 し ん で 過 ご し

て い た だ け た よ う で し た 。 お 子 さ ん 連 れ

の 方 も 、 久 し ぶ り に 子 供 と 外 で 過 ご し て

楽 し か っ た と 言 っ て い た だ け ま し た 。 懇

親 会 で は 、 花 房 館 長 、 岸 本 館 長 な ど の 招

待 客 の 方 々 も 和 気 藹 々 と 参 加 さ れ た 同 窓

会 員 と 話 を さ れ て い て 有 意 義 な 懇 親 会 で し た 。 二 日 目 は ほ ぼ 一 日 バ ス の 移 動 で し た が 、 奈 義 現

代 美 術 館 、 重 森 三 玲 記 念 館 に 関 し て は 、 な か な か 来 れ な い 所 な の で 良 か っ た 感 想 を 頂 き ま し た 。

ま た 、 荒 川 先 生 の 講 義 も 要 点 を 簡 潔 に ま と め て い た だ き 、 こ の 二 日 間 を 満 足 頂 け た と 思 い ま す 。

今 回 で 面 白 さ を 知 っ た 方 々 が 、 何 か の 折 に ま だ 同 窓 会 に 参 加 し て い な い 方 を 誘 っ て 、 参 加 し て

い た だ け れ ば と 思 い ま す 。 （ 小 川 ）

■ ﹇ 分 科 会 ﹈ 彫 刻 ・ 立 体 ・ 総 合 造 形 分 科 会　 「 Ｕ ． Ｓ ． Ｅ ． 11 」

　 日 時 ： 11 月 26 日 （ 火 ） 〜 12 月 １ 日 （ 日 ） 12 時 〜 19 時 （ 最 終 日 18 時 ま で ）

　 会 場 ： ギ ャ ラ リ ー マ ロ ニ エ　 ５ 階

　 講 師 ： 柴 田 純 生 教 授 （ 美 術 工 芸 学 科 ） ・ 奥 田 輝 芳 教 授 （ 通 信 教 育 部　 美 術 科 ）

　 ◎ 大 学 彫 刻 Ｏ Ｂ 、 短 大 立 体 Ｏ Ｂ 、 総 合 造 形 研 究 室 に よ る 活 動

支 援 と 相 互 の 交 流 の 場 と し て 立 体 小 作 品 と 平 面 に よ る 合

同 作 品 展 に て 23 名 が 参 加 し ま し た 。 期 間 中 ２ ０ ０ 人 を 超 え

る 方 に 来 場 い た だ き ま し た 。 展 覧 会 期 間 中 11 月 30 日 （ 土 ）

で は 会 場 に て 懇 親 会 （ 無 料 ） を 開 催 し 、 柴 田 純 生 教 授 に よ

る 講 評 会 ＆ 講 演 会 に お い て 出 品 者 や 一 般 お よ び 関 係 者 が 10

〜 30 名 程 参 加 い た だ き ま し た 。 ま た サ プ ラ イ ズ ゲ ス ト 奥 田

輝 芳 教 授 に よ る 講 評 会 も 盛 り 上 が り 、 参 加 者 も 参 加 し た

講 評 会 と な り ま し た 。 （ 小 川 ）

臨 時 総 会 ／ 総 会 ／ 連 動 企 画

「 日 本 の 歴 史 が 体 感 で き る !?  　　　 伏 見 稲 荷 大 社 を 知 り 尽 く そ う ！ 」

日 程 ： ７ 月 28 日 （ 日 ）

会 場 ： 伏 見 稲 荷 大 社

　 ま ず 、 瓜 生 山 同 窓 会 と し て 本 殿 に て ご 祈 祷 を 頂 い て か ら 、 伏

見 稲 荷 大 社 社 務 所 を お 借 り し て 総 会 を 行 い ま し た 。 す べ て の 議

題 を ご 承 認 頂 い た あ と 、 伏 見 稲 荷 内 を 見 学 、 さ ら に 普 段 非 公 開

の 重 要 文 化 財 の お 茶 屋 も 見 学 さ せ て 頂 き ま し た 。

　 そ の ま ま 、 五 条 木 屋 町 の 料 理 旅 館 鶴 清 で 汗 を 流 し 、 鴨 川 の 床

で 涼 み な が ら 京 料 理 を 頂 き ま し た 。 い つ も と は 違 う 屋 外 で の 会

席 で と て も 和 気 藹 々 と し た 交 流 を 図 る こ と が で き ま し た 。 （ 小 川 ）

瓜 生 山 同 窓 会 中 間 報 告 会 ・ 連 動 企 画

日 程 ： １ 月 26 日 （ 日 ）

会 場 ： 京 都 造 形 芸 術 大 学

　　　 大 阪 ・ サ テ ラ イ ト キ ャ ン パ ス　 ５ ０ ２ 号 教 室

　 大 阪 富 国 生 命 ビ ル ５ 階 に あ る 大 阪

藝 術 学 舎 を 会 場 に 、 第 １ 部 と し て 中

間 報 告 会 を 開 催 。 第 ２ 部 で は 東 京 支

部 事 業 で 好 評 を 博 し た 、 本 間 正 人 副

学 長 の 「 す ぐ に 役 立 つ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

ン 術 」 セ ミ ナ ー を 行 い ま し た 。 笑 い に

溢 れ る 参 加 型 ワ ー ク シ ョ ッ プ で 、 仕 事

の 課 題 や 子 育 て の 悩 み を 解 決 す る ヒ

ン ト を 伝 授 い た だ き ま し た 。 （ 渡 部 ）

２ ０ ２ ０ 年 度 ： 役 員 紹 介

【 役 員 】

会　 長 ： 冨 家 裕 久 （ 大 学 ： 環 境 デ ザ イ ン １ ９ ９ ５ 年 度 卒 ）

副 会 長 ： 渡 部 隆 志 （ 短 大 ： ビ ジ ュ ア ル デ ザ イ ン １ ９ ８ ７ 年 度 卒 ）

副 会 長 ： 小 川 文 齋 （ 大 学 ： 彫 刻 １ ９ ９ ６ 年 度 卒 ）

会　 計 ： 北 川 真 理 子 （ 大 学 ： 文 化 財 科 学 １ ９ ９ ９ 年 度 卒 ）

書　 記 ： 高 橋 保 世 （ 大 学 ： 現 代 美 術･ 写 真 ２ ０ １ ７ 年 度 卒 ）

庶　 務 ： 菱 田 太 郎 （ 大 学 ： 彫 刻 １ ９ ９ ５ 年 度 卒 ）

庶　 務 ： 北 村 奈 世 （ 大 学 ： 染 織 ２ ０ ０ １ 年 度 卒 ）

庶　 務 ： 岸 田 あ ゆ ち （ 短 大 ： 立 体 １ ９ ９ ０ 年 度 卒 ）

庶　 務 ： 中 井 芙 美 （ 大 学 ： 環 境 デ ザ イ ン ２ ０ １ ２ 年 度 卒 ）

顧　 問 ： 目 良 義 夫 （ 短 大 ： イ ン テ リ ア デ ザ イ ン １ ９ ８ ６ 年 度 卒 ）

顧　 問 ： 早 野 素 子 （ 大 学 ： 彫 刻 １ ９ ９ ４ 年 度 卒 ）

監　 査 ： 森 梨 絵 （ 大 学 ： こ ど も 芸 術 学 科 ２ ０ １ ０ 年 度 卒 ）

〈 幹 事 〉

山 本 慶 太 （ 大 学 ： 芸 術 学 １ ９ ９ ７ 年 度 卒 ）

吉 村 龍 二 （ 短 大 ： 美 学 美 術 史 １ ９ ８ ９ 年 度 卒 ）

北 川 真 理 子 （ 大 学 ： 文 化 財 科 学 １ ９ ９ ９ 年 度 卒 ）

奥 村 直 美 （ 大 学 ： 映 像 芸 術 ２ ０ ０ ２ 年 度 卒 ）

池 田 亜 耶 子 （ 短 大 ： 映 像 １ ９ ９ ７ 年 度 卒 ）

枡 谷 雄 一 郎 （ 大 学 ： 映 像 ・ 舞 台 芸 術 学 科 ２ ０ ０ ３ 年 度 卒 ）

後 藤 吉 晃 （ 大 学 ： 日 本 画 ２ ０ ０ ５ 年 度 卒 ）

内 藤 邦 博 （ 大 学 通 信 ： 陶 芸 ２ ０ ０ ６ 年 度 卒 ）

岡 林 真 由 子 （ 大 学 ： 洋 画 ２ ０ ０ ５ 年 度 卒 ）

山 本 芳 正 （ 短 大 ： 洋 画 １ ９ ８ ０ 年 度 卒 ）

塚 本 敬 次 （ 大 学 ： 彫 刻 １ ９ ９ ７ 年 度 卒 ）

岸 田 あ ゆ ち （ 短 大 ： 立 体 １ ９ ９ ０ 年 度 卒 ）

田 中 良 昭 （ 短 大 ： 陶 芸 １ ９ ７ ８ 年 度 卒 ）

西 木 宏 和 （ 大 学 通 信 ： 陶 芸 ２ ０ ０ １ 年 度 卒 ）

志 村 徹 也 （ 短 大 ： 染 織 １ ９ ９ ０ 年 度 卒 ）

北 村 奈 世 （ 大 学 ： 染 織 ２ ０ ０ １ 年 度 卒 ）

バ ロ ン 利 名 （ 短 大 ： フ ァ ッ シ ョ ン １ ９ ９ １ 年 度 卒 ）

野 口 学 （ 大 学 ： フ ァ ッ シ ョ ン ２ ０ ０ ２ 年 度 卒 ）

遠 藤 伸 也 （ 大 学 ： 空 間 デ ザ イ ン ２ ０ ０ ２ 年 度 卒 ）

山 田 麗 音 （ 大 学 ： 情 報 デ ザ イ ン ２ ０ ０ ８ 年 度 卒 ）

渡 部 隆 志 （ 短 大 ： ビ ジ ュ ア ル デ ザ イ ン １ ９ ８ ７ 年 度 卒 ）

杉 本 尚 也 （ 大 学 ： 環 境 デ ザ イ ン １ ９ ９ ７ 年 度 卒 ）

木 村 行 伸 （ 短 大 ： イ ン テ リ ア ２ ０ ０ ０ 年 度 卒 ）

片 石 高 幸 （ 短 大 ： ラ ン ド ス ケ ー プ １ ９ ８ １ 年 度 卒 ）

森 梨 絵 （ 短 大 ： 日 本 画 １ ９ ９ ０ 年 度 卒 ）

柳 原 樹 （ 大 学 ： プ ロ ダ ク ト デ ザ イ ン ２ ０ １ ４ 年 度 卒 ）

〈 支 部 〉

【 北 海 道 】

支 部 長 ： 中 田 登 （ 大 学 通 信 ： 洋 画 ２ ０ ０ ４ 年 度 卒 ）

副 支 部 長 ： 五 十 嵐 伸 幸 （ 大 学 通 信 ： 陶 芸 ２ ０ ０ ５ 年 度 卒 ）

　　　　　 佐 藤 き わ 子 （ 大 学 通 信 ： 染 織 ２ ０ ０ ５ 年 度 卒 ）

【 美 唄 （ 北 海 道 ） 】

支 部 長 ： 五 十 嵐 伸 幸 （ 大 学 通 信 ： 陶 芸 ２ ０ ０ ５ 年 度 卒 ）

　　　　　 大 井 恵 子 （ 大 学 通 信 ： 陶 芸 ２ ０ ０ ２ 年 度 卒 ）

　　　　　 佐 藤 き わ 子 （ 大 学 通 信 ： 染 織 ２ ０ ０ ５ 年 度 卒 ）

　　　　　 田 中 野 穂 （ 大 学 ： 陶 芸 ２ ０ ０ ９ 年 度 卒 ）

【 東 京 】

支 部 長 ： 矢 渡 由 香 （ 短 大 ： イ ン テ リ ア デ ザ イ ン １ ９ ９ ４ 年 度 卒 ）

　　　　　 長 谷 川 雅 啓 （ 大 学 ： 文 化 財 科 学 １ ９ ９ ８ 年 度 卒 ）

　　　　　 花 本 紫 乃 （ 短 大 ： 日 本 画 １ ９ ９ ４ 年 度 卒 ）

　　　　　 早 野 由 希 （ 短 大 ： 洋 画 １ ９ ９ ４ 年 度 卒 ）

【 長 野 】

支 部 長 ： 塚 原 延 夫 （ 大 学 通 信 ： 芸 術 学 ２ ０ ０ ４ 年 度 卒 ）

【 中 部 】

支 部 長 ： 宮 崎 敦 子 （ 大 学 通 信 ：

　　　　　　　　　　 ラ ン ド ス ケ ー プ デ ザ イ ン ２ ０ ０ ３ 年 度 卒 ）

　　　　　 大 谷 瑞 穂 （ 大 学 ： 日 本 画 １ ９ ９ ９ 年 度 卒 ）

【 兵 庫 】

支 部 長 ： 小 川 陽 平 （ 大 学 ：

　　　　　　　　　　 大 学 院 環 境 デ ザ イ ン ２ ０ ０ ６ 年 度 卒 ）

副 支 部 長 ： 砂 原 勇 紀 （ 大 学 ： 環 境 デ ザ イ ン ２ ０ ０ ６ 年 度 卒 ）

会　　 計 ： 矢 橋 奈 美 （ 大 学 ： 美 術 工 芸 ２ ０ ０ ６ 年 度 ）

　　　　　 砂 原 明 子 （ 大 学 ： 美 術 工 芸 ２ ０ ０ ６ 年 度 卒 ）

　　　　　 松 本 圭 介 （ 大 学 ： 環 境 デ ザ イ ン ２ ０ ０ ５ 年 度 卒 ）

　　　　　 東 郷 剛 宗 （ 大 学 ： 環 境 デ ザ イ ン ２ ０ １ ０ 年 度 卒 ）

【 香 川 】

支 部 長 ： 清 水 晃 （ 短 大 ： ビ ジ ュ ア ル デ ザ イ ン １ ９ ７ ９ 年 度 卒 ）

【 岡 山 】

支 部 長 ： 仁 城 亮 彦 （ 大 学 ： 情 報 デ ザ イ ン １ ９ ９ ４ 年 度 卒

　　　　　　　　　　 大 学 通 信 ： 芸 術 学 ２ ０ ０ ８ 年 度 卒 ）

【 広 島 】

支 部 長 ： 河 本 茂 （ 短 大 ： 建 築 デ ザ イ ン １ ９ ９ ０ 年 度 卒 ）

副 支 部 長 ： 木 村 理 恵 （ 短 大 ： 洋 画 ２ ０ ０ ０ 年 度 卒 ）

【 九 州 】

支 部 長 ： 菅 村 麻 衣 子 （ 大 学 ： 芸 術 学 １ ９ ９ ４ 年 度 卒 ）

■ 京 造 ね ぶ た　 学 生 支 援 事 業

　 日 程 ： 9 月 3 日 （ 日 ）

　 ◎ 日 差 し も 気 温 も ま だ ま だ 油 断 で き な い 暑 さ を 見 せ る 中 、 全

一 回 生 で 行 わ れ る 授 業 ・ マ ン デ イ プ ロ ジ ェ ク ト の 半 年 の 集

大 成 で あ る 「 ね ぶ た 制 作 」 の 期 間 に 同 窓 会 学 生 支 援 事 業 と

し て 役 員 の 高 橋 保 世 と サ ポ ー タ ー の 原 和 生 ・ 中 井 芙 美 の 三

名 で 全 23 ク ラ ス へ 飲 み 物 と お 菓 子 を 差 し 入 れ し ま し た 。 連

日 の 制 作 で 疲 れ が 見 え る 学 生 た ち で す が 、 元 気 な 声 で 差 し

入 れ を 受 け 取 り 、 気 合 を 入 れ な お す と 再 び 作 業 へ 戻 っ て い

き ま し た 。 （ 中 井 ）
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２ ０ ２ ０ 年 度　 瓜 生 山 同 窓 会

通 常 総 会　 議 事 一 覧

 採 決 期 限 ： ２ ０ ２ ０ 年 ７ 月 27 日 （ 月 ）

 ○ 第 一 号 議 案　 ２ ０ １ ９ 年 度　 事 業 報 告 に 関 す る 件

 ○ 第 二 号 議 案　 ２ ０ １ ９ 年 度　 決 算 報 告 に 関 す る 件

 ○ 第 三 号 議 案　 ２ ０ ２ ０ 年 度　 事 業 計 画 に 関 す る 件

 ○ 第 四 号 議 案　 ２ ０ ２ ０ 年 度　 事 業 予 算 に 関 す る 件

　 ご 質 問 は ２ ０ ２ ０ 年 ７ 月 20 日 （ 月 ） ま で に 同 封 の 専 用 の 質 問 書 か ら

Ｆ Ａ Ｘ ま た は メ ー ル に て し て 頂 き ま す よ う お 願 い 致 し ま す 。

　 蒼 天 に 同 封 の お 葉 書 に て 、 各 議 案 に 関 し て 賛 否 を ご 返 答 頂 き ま す

よ う お 願 い 致 し ま す 。

 返 信 期 限 ： ７ 月 27 日 （ 月 ） 必 着

  は が き は 料 金 受 取 人 払 と な っ て お り ま す 。

　 何 も 記 載 な し で 返 信 さ れ た は が き は 承 認 と 読 み 返 さ せ て 頂 き ま す 。

　 ど う ぞ よ ろ し く お 願 い 致 し ま す 。

２ ０ ２ ０ 年 度　 事 業 計 画

　 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 （ Ｃ Ｏ Ｖ Ｉ

Ｄ- 19 ） の 流 行 に よ る 影 響 で 、 ７ 月 末 日

ま で 本 部 及 び 支 部 の 活 動 を 中 止 し て お

り ま す 。 本 来 な ら 今 年 度 の 本 部 及 び 支

部 の 事 業 計 画 の 詳 細 が 総 会 で 諮 ら れ ま す

が 、 現 時 点 で は 承 認 を 求 め る べ き 事 業 の

大 部 分 の 詳 細 が 決 ま っ て お り ま せ ん 。

　 し か し な が ら 、 本 部 事 業 で は Ｏ Ｂ ・ Ｏ

Ｇ 展 援 助 制 度 、 学 生 支 援 の 「 朝 食 プ ロ

ジ ェ ク ト 」 等 は 例 年 通 り 執 行 し 、 社 会

状 況 次 第 で は 即 時 活 動 を 再 開 し 、 例 年

開 催 し て る 支 部 事 業 の 活 動 予 算 は 例 年

規 模 で 確 保 し て お き た い と 考 え ま す 。

再 開 の 際 は 、 同 窓 会 ホ ー ム ペ ー ジ や 各

支 部 か ら の 案 内 を お 待 ち い た だ き ま す

よ う 、 よ ろ し く お 願 い し ま す 。

　 ま た 今 年 度 は 学 生 に も 多 大 な 影 響 が

あ り 学 内 へ の 入 構 に も 制 限 が あ り ま し

た 。 制 限 解 除 後 の 安 全 確 保 の 一 環 と し

て 学 生 支 援 特 別 予 算 と し て 手 指 消 毒 液

携 行 ス プ レ ー ボ ト ル の 配 布 の 用 途 で 大

学 へ 寄 付 金 を 予 算 計 上 し て い ま す 。

　 第 三 号 議 案 は こ の 方 針 を ご 承 認 頂 き

た く お 願 い 申 し 上 げ ま す 。

大 学 名 称 変 更 に 関 す る　　 同 窓 会 の ス タ ン ス
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は
じ
め
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
Ｃ

Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
）
に
罹
患
さ
れ
た
皆
様
、
お
よ
び
関
係

者
の
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

瓜
生
山
同
窓
会 

会
長 

冨
家
で
す
。
２
０
１
９
年
末
か
ら

始
ま
っ
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
）
の
流
行
に
よ
る

影
響
は
今
年
度
の
７
月
に
至
っ
て
も
な
お
社
会
的
影
響
が
大
き
く
。
同
窓
会
の
活
動
に
も

支
障
を
き
た
し
て
い
ま
す
。
経
済
活
動
の
再
開
の
流
れ
は
感
じ
て
い
ま
す
が
、
同
窓
会
と
し
て
今
ま
で

行
っ
て
き
ま
し
た
事
業
に
つ
い
て
は
、
よ
り
安
全
面
を
重
視
す
る
判
断
を
し
ま
し
て
本
部
役
員
及
び
支
部

役
員
の
皆
さ
ま
に
は
事
業
の
準
備
の
段
階
か
ら
の
期
間
を
も
活
動
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大

学
側
の
事
業
展
開
に
も
影
響
が
あ
り
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の
開
催
も
今
年
度
は
見
送
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
我
々
の
創
作
活
動
は
止
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
考
え
ま
す
。
今
年
度
後
半
に
事

態
の
改
善
が
み
ら
れ
た
場
合
に
即
事
業
の
再
開
が
出
来
る
よ
う
に
例
年
通
り
の
予
算
を
計
上
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
総
会
に
関
し
ま
し
て
は
残
念
な
が
ら
直
接
集
ま
る
こ
と
を
避
け
、
今
年
度
は
例
外
的
に
書
面

に
よ
る
採
決
を
い
た
し
ま
す
。
な
に
と
ぞ
、
ご
理
解
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

　

こ
の
度
の
禍
に
負
け
ず
、
我
々
同
窓
生
の
創
作
活
動
の
更
な
る
発
展
が
叶
う
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

２
０
２
０
年
度

ご
挨
拶

会
長　
冨
家
裕
久
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制
作
年
：
２
０
１
９
年

素　
材
：
ス
テ
ン
レ
ス
ス
チ
ー
ル
、Ｆ
Ｒ
Ｐ　
他

制　
作
：
ヤ
ノ
ベ
ケ
ン
ジ

　
　
　
　
京
都
芸
術
大
学
ウ
ル
ト
ラ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

　
　
　
　
制
作
学
生
メ
ン
バ
ー

　
　
　
　
稲
垣
弥
々
、
岩
淵
二
千
乃
、
大
野
裕
和
、
鈴
木
天
音
、

　
　
　
　
鈴
木
せ
つ
か
、
住
谷
桃
、
辻
紗
弥
香
、
藤
田
み
の
り
、

　
　
　
　
柳
生
梨
音
、
吉
本
早
耶
香

　 本 作 品 は 、 現 在 の 地 球 環 境 の 悪 化 、 人 類 の 分 断 や 対 立 、

国 際 紛 争 な ど か ら 世 界 を 守 る た め の 守 護 獣 と し て 、 彫 刻

家 ヤ ノ ベ ケ ン ジ が 京 都 芸 術 大 学 の 学 生 10 名 と 共 に 、 比 叡

山 延 暦 寺 の 『 に な い 堂 』 に 奉 納 展 示 す る た め に 制 作 し た 。

　 狛 犬 は 、 古 代 オ リ エ ン ト か ら 中 国 や 朝 鮮 半 島 を 経 て 日

本 に 伝 播 し 、 も と も と 仏 や 神 を 守 る 獅 子 と し て 表 さ れ て

き た 。 日 本 に お い て 、 向 か っ て 右 側 に 口 を 開 け た 獅 子 、

左 側 に 角 が あ り 口 を 閉 じ た 狛 犬 が 向 い 合 せ に 置 か れ 、『 阿

吽 』 が 対 と な っ た 。 平 安 時 代 、 宮 中 の 清 涼 殿 に 魔 除 け と

し て 置 か れ た の が は じ ま り の 一 つ と さ れ る 。

　 本 作 品 は 、 平 安 神 宮 の 大 鳥 居 の 前 に 設 置 す る 狛 犬 と し

て 構 想 さ れ 、 鎮 護 国 家 の 道 場 で あ り 、 『 日 本 仏 教 の 母 山 』

と 称 さ れ る 比 叡 山 延 暦 寺 に 奉 納 展 示 さ れ た 。 今 回 、 創 造

す る 喜 び を 見 つ め 、 相 次 ぐ 風 水 害 、 世 界 的 な 疫 病 の 蔓 延

か ら 人 々 を 守 る 願 い を 込 め 、 『 蕎 術 立 国 』 を 目 指 す 本 学

前 に 改 め て 展 示 す る 。

比 叡 山 延 暦 寺 よ り 今 降 り 立 つ 守 護 獣 た ち

表 紙 の 作 品 に つ い て
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二
〇
一
九
年
度
（
令
和
元
年
度
）

瓜
生
山
同
窓
会
：
事
業
報
告

〔
基
〕＝
基
本
事
業

〔
本
〕＝
本
部
事
業

〔
分
〕＝
分
科
会
事
業

２
０
１
９
年
（
平
成
31
年
・
令
和
元
年
）　……

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

4
月
13
日
〔
本
〕 

第
一
回
役
員
会

4
月
18
日
〔
支
〕 

東
京
支
部
会
議

4
月
20
日
〔
支
〕 

美
唄
支
部
会
議

5
月
17
日
〔
本
〕 

第
二
回
役
員
会

6
月 

〔
基
〕 

会
報
『
蒼
天
』
発
行

6
月
22
日
〔
支
〕 

美
唄
支
部
同
窓
会
開
催

6
月
27
日
〔
支
〕 

九
州
支
部
会
議

6
月
30
日
〔
支
〕 

美
唄
支
部
会
議

7
月
11
日
〔
本
〕 

第
三
回
役
員
会

7
月
13
日
〔
特
〕 

望
天
館
竣
工
式

7
月
28
日
〔
本
〕 

瓜
生
山
同
窓
会
総
会
／
連
動
企
画

8
月
5
日
〔
支
〕 

兵
庫
支
部
会
議

8
月
6
日
〔
支
〕 

広
島
支
部
会
議

8
月
8
日
〔
支
〕 

東
京
支
部
会
議

8
月
26
日
〔
特
〕 

瓜
生
山
Ｈ
Ｃ
Ｄ
打
合
せ

 

〔
本
〕 

第
四
回
役
員
会

9
月
9
日
〔
本
〕 

第
五
回
役
員
会

9
月
11
日
〔
特
〕 

京
造
ね
ぶ
た
表
彰
式

9
月
15
日
〔
特
〕 

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

9
月
22
日
〜
23
日
〔
支
〕
広
島
支
部
事
業
現
地
調
査

9
月
25
日
〔
支
〕 

九
州
支
部
会
議

10
月
6
日
〔
支
〕 

東
京
支
部
同
窓
会
開
催

10
月
7
日
〔
本
〕 

第
六
回
役
員
会

10
月
29
日
〔
支
〕 

北
海
道
支
部
会
議

11
月
2
日
〔
支
〕 

九
州
支
部
同
窓
会
開
催

11
月
2
日
〔
分
〕 

歴
史
遺
産
学
科
分
科
会

11
月
16
日
〔
分
〕 

歴
史
遺
産
学
科
同
窓
会

11
月
12
日
〜
17
日
〔
支
〕
北
海
道
支
部
同
窓
会
開
催

11
月
26
日
〜
12
月
1
日
〔
分
〕
彫
刻
・
立
体
・

 
 

総
合
造
形
分
科
会
「U

.S.E.11

」

11
月
27
日
〔
本
〕 

第
七
回
役
員
会

12
月
7
日
〔
支
〕 

中
部
支
部
事
業
現
地
調
査

２
０
２
０
年
（
令
和
2
年
）　…

…
…
…

1
月
18
日
〜
19
日
〔
支
〕
広
島
支
部
同
窓
会
開
催

1
月
19
日
〔
支
〕 

美
唄
支
部
会
議

1
月
22
日
〔
本
〕 

第
八
回
役
員
会

1
月
26
日
〔
本
〕 

中
間
報
告
会

2
月
15
日
〔
支
〕 

中
部
支
部
同
窓
会
開
催

2
月
16
日
〔
基
〕 

卒
業
制
作
展
支
援

2
月
22
日
〔
支
〕 

東
京
支
部
会
議

3
月
4
日
〔
本
〕 

第
九
回
役
員
会

3
月
21
日
〔
支
〕 

広
島
・
九
州
支
部
合
同
会
議

3
月
21
日
〔
基
〕 

２
０
１
９
年
度
中
間
監
査

3
月
31
日
〔
基
〕 

２
０
１
９
年
度
決
算

〔
特
〕＝
特
別
事
業

〔
支
〕＝
支
部
事
業

■
美
唄
支
部
同
窓
会

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
『
極
小
極
面
構
造
に
よ
る
造
形
の
美
〜
針
金
と
樹
脂
で
作
る
小
宇
宙
』

　

日
時
：
６
月
22
日
（
土
）

　

会
場
：
安
田
侃
彫
刻
美
術
館　
ア
ル
テ
ピ
ア
ッ
ツ
ァ
美
唄
内　
体
験
工
房

　

講
師
：
柴
田
純
生
教
授
（
美
術
工
芸
学
科
）

　

◎
先
生
よ
り
極
小
極
面
構
造
に
つ
い
て
の
解
説
・
針
金
と
樹
脂
で
作
る

立
体
物
の
見
本
を
見
な
が
ら
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
い
た

だ
き
、
そ
の
後
、
制
作
開
始
し
ま
し
た
。
出
来
上
が
り
を
想
像
し
な

が
ら
ス
ケ
ッ
チ
か
ら
入
る
者
も
い
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
針
金
を
曲
げ
た

り
、
回
し
た
り
、
樹
脂
を
つ
け
た
り
、
真
剣
に
楽
し
ん
で
制
作
を
し

て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
個
々
の
出
来
上
が
り
作
品
を
先
生
よ
り
ご

講
評
い
た
だ
き
ま
し
た
。ほ
と
ん
ど
の
皆
さ
ん
が
初
め
て
の
制
作
で
、

大
変
実
り
あ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
な
り
ま
し
た
。（
小
川
）

6
2019年

月

■
東
京
支
部
同
窓
会

　
本
間
正
人
副
学
長　
ス
ペ
シ
ャ
ル
セ
ミ
ナ
ー　
『
す
ぐ
に
役
立
つ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ヒ
ン
ト
』

　

日
程
：
10
月
６
日
（
日
）

　

会
場
：
外
苑
キ
ャ
ン
パ
ス　

２
１
１
号
室

　

講
師
：
本
間
正
人
副
学
長

　

◎
雨
も
降
り
足
元
の
悪
い
中
で
し
た
が
、
多
く
の
方
に
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。
面
白
可
笑
し
く
話
さ
れ
る
先
生
に
笑
い
の
絶
え
な
い
セ
ミ

ナ
ー
と
な
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は
相
づ
ち
、
う
な
づ
き
、

く
り
か
え
し
が
い
か
に
必
要
で
、
聞
き
手
が
大
き
な
役
割
を
持
っ
て

い
る
こ
と
を
体
験
し
ま
し
た
。
す
ぐ
に
役
立
つ
ヒ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
あ
り
参
加
者
か
ら
は
大
変
好
評
で
し
た
。

交
流
会
で
は
机
の
配
置
換
え
や
料
理
の
準
備
に
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
い
ま
し
た
が
、
全
て
大
学
の
関
係

者
で
で
き
た
こ
と
は
よ
か
っ
た
で
す
。（
小
川
）

10
2019年

月

■
北
海
道
支
部
同
窓
会　
第
13
回
ノ
ー
ス
・
カ
オ
ス
展
２
０
１
９

　

日
時
：
11
月
12
日
（
火
）〜
17
日
（
日
）

　

会
場
：
大
丸
藤
井
セ
ン
ト
ラ
ル
㈱　
７
Ｆ
ス
カ
イ
ホ
ー
ル

　

講
師
：
奥
田
輝
芳
教
授
（
通
信
教
育
部　
美
術
科
）

　

◎
今
年
は
５
８
０
名
の
方
に
ご
来
場
頂
き
、
今
回
も
多
方
面
で
活
躍
し

な
が
ら
造
形
芸
術
を
創
造
し
継
続
し
て
い
る
21
名
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自

の
気
風
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
た
30
作
品
を
展
示
頂
き
ま
し
た
。
奥

田
先
生
に
は
「
現
代
絵
画
の
始
ま
り
」
を
テ
ー
マ
に
ご
講
演
頂
き
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
で
は
、
各
ジ
ャ
ン
ル
か
ら
形
・
色
・
技
法
な
ど

に
つ
い
て
熱
い
ト
ー
ク
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
懇
親
会
で
は
23
名
の
幅

広
い
年
齢
層
が
集
い
、
と
て
も
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。

（
小
川
）

年号も令和に変わり新しい時代にと思った矢先に、新型コロナウィルスが現れるとは誰が予測したでしょうか。瓜生山同窓会も自己防
衛のため、この蒼天に関してもZOOMでの打ち合わせにしたりといろいろと新しい形で進めております。今回の蒼天は総会の資料に
するというかなり変則なものとなっております。次号から元に戻せたらいいなと思っています。皆様もステイホームでこの局面を切り
抜けて、どこかの事業でお会いできることを楽しみにしております。（小川）

編集
後記

■﹇
分
科
会
﹈
２
０
１
９
年
度　
歴
史
遺
産
学
科
同
窓
会

　
記
念
講
演
（
岡
田
文
男
先
生
に
よ
る
講
義
と
立
食
懇
親
会
）

　

日
時
：
11
月
16
日
（
土
）

　

会
場
：
京
都
造
形
芸
術
大
学
内　
Ｊ
41
、
人
間
館
１
階
ブ
レ
ス
カ
フ
ェ
内

　

講
師
：
岡
田
文
男
教
授
（
歴
史
遺
産
学
科
）

　

◎
歴
史
遺
産
学
科
（
旧
文
化
財
科
学
コ
ー
ス
）
創
設
の
頃
か
ら
教
鞭
を

と
っ
て
き
た
岡
田
文
男
先
生
を
講
師
に
招
き
、
在
学
中
の
歴
史
遺
産

学
科
学
生
と
卒
業
生
を
対
象
と
し
た
講
演
会
と
、
大
学
内
の
会
場

に
て
岡
田
先
生
を
囲
ん
で
の
立
食
形
式
に
よ
る
懇
親
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
在
学
生
と
文
化
財
等
の
専
門
職
に
就
い
て
い
る
卒
業
生
と
の

交
流
を
は
か
る
趣
向
と
し
て
、
現
在
の
仕
事
等
の
状
況
に
つ
い
て
自

己
紹
介
し
あ
い
立
食
形
式
で
交
流
を
行
い
ま
し
た
。（
小
川
）

卒
展
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー

日
程
：
２
月
16
日
（
日
）

会
場
：
京
都
造
形
芸
術
大
学　
学
生
食
堂

　

学
生
生
活
の
集
大
成
で
あ
る
大
学
卒
業
展
・
大
学
院
修
了
展
が
今
年
度

も
無
事
終
了
し
、
学
生
食
堂
に
て
肩
の
荷
が
下
り
た
生
徒
が
気
兼
ね
な
く

楽
し
め
る
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

尾
池
学
長
か
ら
ご
挨
拶
を
賜
り
各
学
科
の
先
生
方
も
参
加
さ
れ
、
各
々

が
食
事
を
片
手
に
卒
展
や
こ
れ
ま
で
の
学
生
生
活
に
つ
い
て
話
に
花
を
咲

か
せ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
時
間
と
お
酒
が
進
ん
で
ゆ
き
、
同
窓
会
役
員
が

春
か
ら
の
新
生
活
に
つ
い
て
聞
く
と
楽
し
み
と
不
安
で
い
っ
ぱ
い
の
未
来

を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。（
中
井
）

2
2020年

月

　2020年4月より京都造形芸術大学は校名変更し「京都芸術大学」となりました。同窓生の皆さまも
メディア等を通してご存じであるように、校名変更には沢山の意見が出ています。特に京都市立芸
術大学との名称の類似に至っては裁判にまで発展し現在も裁判中であります。

　瓜生山同窓会は名称変更に関してどのように考えているのか明確にしておきたいと思います。
「瓜生山同窓会」の名称の始まりは、京都芸術短期大学の同窓会と京都造形芸術大学の同窓会が合
併する際に産まれた名称です。我々同窓生はそれぞれの学校の卒業生であり、また共通の学校法人
瓜生山学園の卒業生であることが会員資格とすることを前提としていますので、発足時から大学の
名称を外した「瓜生山同窓会」として運営してきました。

　今回の大学の名称が変更されること、また今後も変更が続くことがあったとしても、我々同窓会
の活動の妨げになるものではないとし、粛々と校名変更に対応するという結論に至りました。しか
しながら校名変更により卒業証明書等は京都芸術大学（旧京都造形芸術大学）との表記になります
が京都芸術短期大学の場合は校名変更ではありませんでしたので、今も卒業証明書等の名称は当時の
ままです。

　混乱無きよう宜しくお願いします。
　　瓜生山同窓会　会長　冨家裕久

２
０
１
９
年
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の
報
告

日
程
：
９
月
15
日
（
日
）
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

　

大
学
春
秋
座
や
七
月
に
竣
工
し
た
ば
か
り
の
新
・
望
天
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
出
囃
子
と
共
に
月
亭
遊
方
さ
ん
が
登
場
し
「
皆
さ
ま
京
都
造
形

芸
術
大
学
へ
お
か
え
り
な
さ
い
ま
せ
〜
」
と
式
典
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

本
間
副
学
長
の
式
辞
、
冨
家
同
窓
会
会
長
の
祝
辞
、
徳
山
理
事
長
の
式
辞

が
あ
り
、「
第
11
回
松
陰
芸
術
賞
」
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
懇
親
会

場
に
は
同
窓
生
の
お
店
か
ら
の
出
店
で
食
事
の
提
供
が
あ
り
、
本
年
度
は

京
都
芸
術
短
期
大
学
の
卒
業
生
が
還
暦
を
迎
え
る
年
と
い
う
こ
と
で
、
ド

レ
ス
コ
ー
ド
に
赤
い
も
の
を
着
用
し
て
記
念
撮
影
を
し
て
い
た
だ
く
フ
ォ

ト
ス
ポ
ッ
ト
を
設
営
し
撮
影
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。（
冨
家
）

■
中
部
支
部
同
窓
会
「
浮
世
絵
に
見
る
江
戸
時
代
の
旅
模
様
」

　

日
程
：
２
月
15
日
（
土
）

　

会
場
：
中
山
道
広
重
美
術
館

　

講
師
：
菅
原
真
弓
元
准
教
授
（
芸
術
学
部
）

　

◎
午
前
中
は
１
Ｆ
の
展
示
見
学
と
２
Ｆ
の
重
ね
摺
り
体
験
を
２
チ
ー
ム

に
分
け
て
楽
し
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。
途
中
で
１
Ｆ
と
２
Ｆ
を
入
れ

替
え
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
講
師
も
含
め
全
員
で
料
理
旅
館
い

ち
川
に
て
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
菅
原
先
生
に
は
、
休
憩

20
分
程
度
を
は
さ
み
な
が
ら
３
時
間
に
及
ぶ
講
義
を
し
て
頂
き
ま

し
た
。
た
く
さ
ん
の
レ
ジ
ュ
メ
や
ス
ラ
イ
ド
を
ご
用
意
く
だ
さ
り
、

大
変
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。（
小
川
）

■
九
州
支
部
同
窓
会　
夜
光
貝
で
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
作
ろ
う
！

　

日
程
：
11
月
２
日
（
土
） 　

 

　

会
場
：
ア
ク
ロ
ス
福
岡

　

講
師
：
岡
田
文
男
教
授
（
歴
史
遺
産
学
科
） 

　

◎
第
一
部
は
歴
史
遺
産
学
科
の
岡
田
先
生
を
お
迎
え
し
、
螺
鈿
細
工
の

原
料
で
あ
る
夜
光
貝
を
用
い
て
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
制
作
し
ま
し
た
。
岡

田
先
生
か
ら
正
倉
院
の
宝
物
に
あ
る
螺
鈿
細
工
の
精
密
さ
や
加
工
が

難
し
い
事
な
ど
歴
史
的
な
レ
ク
チ
ャ
ー
も
受
け
、
夢
中
に
な
り
な
が

ら
制
作
し
ま
し
た
。
休
憩
し
つ
つ
和
や
か
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

催
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。第
二
部
は
会
場
を
移
し
懇
親
会
を
開
催
。

岡
田
先
生
を
囲
み
楽
し
か
っ
た
制
作
の
感
想
か
ら
、
個
々
の
専
攻
や

近
況
ま
で
会
話
が
弾
み
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。（
小
川
）

11
2019年

月1
2020年

月

■
広
島
支
部
同
窓
会
「
岡
山
の
建
築
と
庭
園
」

　

日
程
：
１
月
18
日
（
土
）〜
19
日
（
日
）

　

会
場
：
後
楽
園
、
岡
山
城
、
奈
義
町
現
代
美
術
館
、
吉
備
中
央
町
庁
舎
、
重
森
三
玲
記
念
館

　

講
師
：
荒
川
朱
美
教
授
（
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
）

　

◎
二
日
間
に
わ
た
る
同
窓
会
で
し
た
。
一
日
目
の

見
学
に
関
し
て
は
、
皆
さ
ん
楽
し
ん
で
過
ご
し

て
い
た
だ
け
た
よ
う
で
し
た
。
お
子
さ
ん
連
れ

の
方
も
、
久
し
ぶ
り
に
子
供
と
外
で
過
ご
し
て

楽
し
か
っ
た
と
言
っ
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。
懇

親
会
で
は
、
花
房
館
長
、
岸
本
館
長
な
ど
の
招

待
客
の
方
々
も
和
気
藹
々
と
参
加
さ
れ
た
同
窓

会
員
と
話
を
さ
れ
て
い
て
有
意
義
な
懇
親
会
で
し
た
。
二
日
目
は
ほ
ぼ
一
日
バ
ス
の
移
動
で
し
た
が
、
奈
義
現

代
美
術
館
、
重
森
三
玲
記
念
館
に
関
し
て
は
、
な
か
な
か
来
れ
な
い
所
な
の
で
良
か
っ
た
感
想
を
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、
荒
川
先
生
の
講
義
も
要
点
を
簡
潔
に
ま
と
め
て
い
た
だ
き
、
こ
の
二
日
間
を
満
足
頂
け
た
と
思
い
ま
す
。

今
回
で
面
白
さ
を
知
っ
た
方
々
が
、
何
か
の
折
に
ま
だ
同
窓
会
に
参
加
し
て
い
な
い
方
を
誘
っ
て
、
参
加
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。（
小
川
）

■﹇
分
科
会
﹈
彫
刻
・
立
体
・
総
合
造
形
分
科
会　
「
Ｕ
．Ｓ
．Ｅ
．
11
」

　

日
時
：
11
月
26
日
（
火
）
〜
12
月
１
日
（
日
）
12
時
〜
19
時
（
最
終
日
18
時
ま
で
）

　

会
場
：
ギ
ャ
ラ
リ
ー
マ
ロ
ニ
エ　

５
階

　

講
師
：
柴
田
純
生
教
授
（
美
術
工
芸
学
科
）・
奥
田
輝
芳
教
授
（
通
信
教
育
部　
美
術
科
）

　

◎
大
学
彫
刻
Ｏ
Ｂ
、
短
大
立
体
Ｏ
Ｂ
、
総
合
造
形
研
究
室
に
よ
る
活
動

支
援
と
相
互
の 

交
流
の
場
と
し
て
立
体
小
作
品
と
平
面
に
よ
る
合

同
作
品
展
に
て
23
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
期
間
中
２
０
０
人
を
超
え

る
方
に
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
展
覧
会
期
間
中
11
月
30
日
（
土
）

で
は
会
場
に
て
懇
親
会
（
無
料
）
を
開
催
し
、
柴
田
純
生
教
授
に
よ

る
講
評
会
＆
講
演
会
に
お
い
て
出
品
者
や
一
般
お
よ
び
関
係
者
が
10

〜
30
名
程
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
サ
プ
ラ
イ
ズ
ゲ
ス
ト
奥
田

輝
芳
教
授
に
よ
る
講
評
会
も
盛
り
上
が
り
、
参
加
者
も
参
加
し
た

講
評
会
と
な
り
ま
し
た
。（
小
川
）

臨
時
総
会
／
総
会
／
連
動
企
画

「
日
本
の
歴
史
が
体
感
で
き
る
!? 

　
　
　

 

伏
見
稲
荷
大
社
を
知
り
尽
く
そ
う
！
」

日
程
：
７
月
28
日
（
日
）

会
場
：
伏
見
稲
荷
大
社

　

ま
ず
、
瓜
生
山
同
窓
会
と
し
て
本
殿
に
て
ご
祈
祷
を
頂
い
て
か
ら
、
伏

見
稲
荷
大
社
社
務
所
を
お
借
り
し
て
総
会
を
行
い
ま
し
た
。
す
べ
て
の
議

題
を
ご
承
認
頂
い
た
あ
と
、
伏
見
稲
荷
内
を
見
学
、
さ
ら
に
普
段
非
公
開

の
重
要
文
化
財
の
お
茶
屋
も
見
学
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

そ
の
ま
ま
、
五
条
木
屋
町
の
料
理
旅
館
鶴
清
で
汗
を
流
し
、
鴨
川
の
床

で
涼
み
な
が
ら
京
料
理
を
頂
き
ま
し
た
。
い
つ
も
と
は
違
う
屋
外
で
の
会

席
で
と
て
も
和
気
藹
々
と
し
た
交
流
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。（
小
川
）

瓜
生
山
同
窓
会
中
間
報
告
会
・
連
動
企
画

日
程
：
１
月
26
日
（
日
）

会
場
：
京
都
造
形
芸
術
大
学

　
　
　
大
阪
・
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス　
５
０
２
号
教
室

　

大
阪
富
国
生
命
ビ
ル
５
階
に
あ
る
大
阪

藝
術
学
舎
を
会
場
に
、
第
１
部
と
し
て
中

間
報
告
会
を
開
催
。
第
２
部
で
は
東
京
支

部
事
業
で
好
評
を
博
し
た
、
本
間
正
人
副

学
長
の「
す
ぐ
に
役
立
つ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
術
」
セ
ミ
ナ
ー
を
行
い
ま
し
た
。笑
い
に

溢
れ
る
参
加
型
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
、仕
事

の
課
題
や
子
育
て
の
悩
み
を
解
決
す
る
ヒ

ン
ト
を
伝
授
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
渡
部
）

２
０
２
０
年
度
：
役
員
紹
介

【
役
員
】

会　

長
：
冨
家 

裕
久
（
大
学
：
環
境
デ
ザ
イ
ン
１
９
９
５
年
度
卒
）

副
会
長
：
渡
部 

隆
志
（
短
大
：
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
１
９
８
７
年
度
卒
）

副
会
長
：
小
川 

文
齋
（
大
学
：
彫
刻
１
９
９
６
年
度
卒
）

会　

計
：
北
川 

真
理
子
（
大
学
：
文
化
財
科
学
１
９
９
９
年
度
卒
）

書　

記
：
高
橋 

保
世
（
大
学
：
現
代
美
術･

写
真
２
０
１
７
年
度
卒
）

庶　

務
：
菱
田 

太
郎
（
大
学
：
彫
刻
１
９
９
５
年
度
卒
）

庶　

務
：
北
村 

奈
世
（
大
学
：
染
織
２
０
０
１
年
度
卒
）

庶　

務
：
岸
田 

あ
ゆ
ち
（
短
大
：
立
体
１
９
９
０
年
度
卒
）

庶　

務
：
中
井 

芙
美
（
大
学
：
環
境
デ
ザ
イ
ン
２
０
１
２
年
度
卒
）

顧　

問
：
目
良 

義
夫
（
短
大
：
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
１
９
８
６
年
度
卒
）

顧　

問
：
早
野 

素
子
（
大
学
：
彫
刻
１
９
９
４
年
度
卒
）

監　

査
：
森 

梨
絵
（
大
学
：
こ
ど
も
芸
術
学
科
２
０
１
０
年
度
卒
）

〈
幹
事
〉

山
本 

慶
太
（
大
学
：
芸
術
学
１
９
９
７
年
度
卒
）

吉
村 

龍
二
（
短
大
：
美
学
美
術
史
１
９
８
９
年
度
卒
）

北
川 

真
理
子
（
大
学
：
文
化
財
科
学
１
９
９
９
年
度
卒
）

奥
村 

直
美
（
大
学
：
映
像
芸
術
２
０
０
２
年
度
卒
）

池
田 

亜
耶
子
（
短
大
：
映
像
１
９
９
７
年
度
卒
）

枡
谷 

雄
一
郎
（
大
学
：
映
像
・
舞
台
芸
術
学
科
２
０
０
３
年
度
卒
）

後
藤 

吉
晃
（
大
学
：
日
本
画
２
０
０
５
年
度
卒
）

内
藤 

邦
博
（
大
学
通
信
：
陶
芸
２
０
０
６
年
度
卒
）

岡
林 

真
由
子
（
大
学
：
洋
画
２
０
０
５
年
度
卒
）

山
本 

芳
正
（
短
大
：
洋
画
１
９
８
０
年
度
卒
）

塚
本 

敬
次
（
大
学
：
彫
刻
１
９
９
７
年
度
卒
）

岸
田 

あ
ゆ
ち
（
短
大
：
立
体
１
９
９
０
年
度
卒
）

田
中 

良
昭
（
短
大
：
陶
芸
１
９
７
８
年
度
卒
）

西
木 

宏
和
（
大
学
通
信
：
陶
芸
２
０
０
１
年
度
卒
）

志
村 

徹
也
（
短
大
：
染
織
１
９
９
０
年
度
卒
）

北
村 

奈
世
（
大
学
：
染
織
２
０
０
１
年
度
卒
）

バ
ロ
ン 

利
名
（
短
大
：
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
１
９
９
１
年
度
卒
）

野
口 

学
（
大
学
：
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
２
０
０
２
年
度
卒
）

遠
藤 

伸
也
（
大
学
：
空
間
デ
ザ
イ
ン
２
０
０
２
年
度
卒
）

山
田 

麗
音
（
大
学
：
情
報
デ
ザ
イ
ン
２
０
０
８
年
度
卒
）

渡
部 

隆
志
（
短
大
：
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
１
９
８
７
年
度
卒
）

杉
本 

尚
也
（
大
学
：
環
境
デ
ザ
イ
ン
１
９
９
７
年
度
卒
）

木
村 

行
伸
（
短
大
：
イ
ン
テ
リ
ア
２
０
０
０
年
度
卒
）

片
石 

高
幸
（
短
大
：
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
１
９
８
１
年
度
卒
）

森 

梨
絵
（
短
大
：
日
本
画
１
９
９
０
年
度
卒
）

柳
原 

樹
（
大
学
：
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
２
０
１
４
年
度
卒
）

〈
支
部
〉

【
北
海
道
】

支
部
長
：
中
田 

登
（
大
学
通
信
：
洋
画
２
０
０
４
年
度
卒
）

副
支
部
長
：
五
十
嵐 

伸
幸
（
大
学
通
信
：
陶
芸
２
０
０
５
年
度
卒
）

　
　
　
　
　

佐
藤 

き
わ
子
（
大
学
通
信
：
染
織
２
０
０
５
年
度
卒
）

【
美
唄
（
北
海
道
）】

支
部
長
：
五
十
嵐 

伸
幸
（
大
学
通
信
：
陶
芸
２
０
０
５
年
度
卒
）

　
　
　
　
　

大
井 

恵
子
（
大
学
通
信
：
陶
芸
２
０
０
２
年
度
卒
）

　
　
　
　
　

佐
藤 

き
わ
子
（
大
学
通
信
：
染
織
２
０
０
５
年
度
卒
）

　
　
　
　
　

田
中 

野
穂
（
大
学
：
陶
芸
２
０
０
９
年
度
卒
）

【
東
京
】

支
部
長
：
矢
渡 

由
香
（
短
大
：
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
１
９
９
４
年
度
卒
）

　
　
　
　
　

長
谷
川 

雅
啓
（
大
学
：
文
化
財
科
学
１
９
９
８
年
度
卒
）

　
　
　
　
　

花
本 

紫
乃
（
短
大
：
日
本
画
１
９
９
４
年
度
卒
）

　
　
　
　
　

早
野 

由
希
（
短
大
：
洋
画
１
９
９
４
年
度
卒
）

【
長
野
】

支
部
長
：
塚
原 

延
夫
（
大
学
通
信
：
芸
術
学
２
０
０
４
年
度
卒
）

【
中
部
】

支
部
長
：
宮
崎 

敦
子 （
大
学
通
信
：

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
デ
ザ
イ
ン
２
０
０
３
年
度
卒
）

　
　
　
　
　

大
谷 

瑞
穂
（
大
学
：
日
本
画
１
９
９
９
年
度
卒
）

【
兵
庫
】

支
部
長
：
小
川 

陽
平
（
大
学
：

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
学
院 

環
境
デ
ザ
イ
ン 

２
０
０
６
年
度
卒
）

副
支
部
長
：
砂
原 

勇
紀
（
大
学
：
環
境
デ
ザ
イ
ン 

２
０
０
６
年
度
卒
）

会　
　

計
：
矢
橋 

奈
美
（
大
学
：
美
術
工
芸 

２
０
０
６
年
度
）

　
　
　
　
　

砂
原 

明
子
（
大
学
：
美
術
工
芸 

２
０
０
６
年
度
卒
）

　
　
　
　
　

松
本 

圭
介
（
大
学
：
環
境
デ
ザ
イ
ン 

２
０
０
５
年
度
卒
）

　
　
　
　
　

東
郷 

剛
宗
（
大
学
：
環
境
デ
ザ
イ
ン 

２
０
１
０
年
度
卒
）

【
香
川
】

支
部
長
：
清
水 

晃
（
短
大
：
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
１
９
７
９
年
度
卒
）

【
岡
山
】

支
部
長
：
仁
城 

亮
彦
（
大
学
：
情
報
デ
ザ
イ
ン
１
９
９
４
年
度
卒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
学
通
信
：
芸
術
学
２
０
０
８
年
度
卒
）

【
広
島
】

支
部
長
：
河
本 

茂
（
短
大
：
建
築
デ
ザ
イ
ン
１
９
９
０
年
度
卒
）

副
支
部
長
：
木
村 

理
恵
（
短
大
：
洋
画
２
０
０
０
年
度
卒
）

【
九
州
】

支
部
長
：
菅
村 

麻
衣
子
（
大
学
：
芸
術
学
１
９
９
４
年
度
卒
）

■
京
造
ね
ぶ
た　
学
生
支
援
事
業

　

日
程
：
9
月
3
日
（
日
）

　

◎
日
差
し
も
気
温
も
ま
だ
ま
だ
油
断
で
き
な
い
暑
さ
を
見
せ
る
中
、
全

一
回
生
で
行
わ
れ
る
授
業
・
マ
ン
デ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
半
年
の
集

大
成
で
あ
る
「
ね
ぶ
た
制
作
」
の
期
間
に
同
窓
会
学
生
支
援
事
業
と

し
て
役
員
の
高
橋
保
世
と
サ
ポ
ー
タ
ー
の
原
和
生
・
中
井
芙
美
の
三

名
で
全
23
ク
ラ
ス
へ
飲
み
物
と
お
菓
子
を
差
し
入
れ
し
ま
し
た
。
連

日
の
制
作
で
疲
れ
が
見
え
る
学
生
た
ち
で
す
が
、
元
気
な
声
で
差
し

入
れ
を
受
け
取
り
、
気
合
を
入
れ
な
お
す
と
再
び
作
業
へ
戻
っ
て
い

き
ま
し
た
。（
中
井
）

9
2019年

月

２
０
２
０
年
度　

瓜
生
山
同
窓
会

通
常
総
会　

議
事
一
覧

 

採
決
期
限
：
２
０
２
０
年
７
月
27
日
（
月
）

 

○
第
一
号
議
案　

２
０
１
９
年
度　

事
業
報
告
に
関
す
る
件

 

○
第
二
号
議
案　

２
０
１
９
年
度　

決
算
報
告
に
関
す
る
件

 

○
第
三
号
議
案　

２
０
２
０
年
度　

事
業
計
画
に
関
す
る
件

 

○
第
四
号
議
案　

２
０
２
０
年
度　

事
業
予
算
に
関
す
る
件

　

ご
質
問
は
２
０
２
０
年
７
月
20
日（
月
）ま
で
に
同
封
の
専
用
の
質
問
書
か
ら

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
に
て
し
て
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

蒼
天
に
同
封
の
お
葉
書
に
て
、
各
議
案
に
関
し
て
賛
否
を
ご
返
答
頂
き
ま
す

よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

 

返
信
期
限
：
７
月
27
日
（
月
）
必
着

 
 

は
が
き
は
料
金
受
取
人
払
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

何
も
記
載
な
し
で
返
信
さ
れ
た
は
が
き
は
承
認
と
読
み
返
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

２
０
２
０
年
度　

事
業
計
画

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ

Ｄ- 

19
）の
流
行
に
よ
る
影
響
で
、
７
月
末
日

ま
で
本
部
及
び
支
部
の
活
動
を
中
止
し
て
お

り
ま
す
。
本
来
な
ら
今
年
度
の
本
部
及
び
支

部
の
事
業
計
画
の
詳
細
が
総
会
で
諮
ら
れ
ま
す

が
、現
時
点
で
は
承
認
を
求
め
る
べ
き
事
業
の

大
部
分
の
詳
細
が
決
ま
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
本
部
事
業
で
は
Ｏ
Ｂ
・Ｏ

Ｇ
展
援
助
制
度
、
学
生
支
援
の
「
朝
食
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
等
は
例
年
通
り
執
行
し
、
社
会

状
況
次
第
で
は
即
時
活
動
を
再
開
し
、
例
年

開
催
し
て
る
支
部
事
業
の
活
動
予
算
は
例
年

規
模
で
確
保
し
て
お
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

再
開
の
際
は
、
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
各

支
部
か
ら
の
案
内
を
お
待
ち
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
今
年
度
は
学
生
に
も
多
大
な
影
響
が

あ
り
学
内
へ
の
入
構
に
も
制
限
が
あ
り
ま
し

た
。
制
限
解
除
後
の
安
全
確
保
の
一
環
と
し

て
学
生
支
援
特
別
予
算
と
し
て
手
指
消
毒
液

携
行
ス
プ
レ
ー
ボ
ト
ル
の
配
布
の
用
途
で
大

学
へ
寄
付
金
を
予
算
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

第
三
号
議
案
は
こ
の
方
針
を
ご
承
認
頂
き

た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

大
学
名
称
変
更
に
関
す
る

　
　
同
窓
会
の
ス
タ
ン
ス

Volum
e
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　はじめに、新型コロナウイルス感染症（Ｃ

ＯＶＩＤ-19）に罹患された皆様、および関係

者の皆様に心よりお見舞い申し上げます。

　瓜生山同窓会 会長 冨家です。２０１９年末から

始まった、新型コロナウイルス感染症（ＣＯＶＩＤ-19）の流行による

影響は今年度の７月に至ってもなお社会的影響が大きく。同窓会の活動にも

支障をきたしています。経済活動の再開の流れは感じていますが、同窓会として今まで

行ってきました事業については、より安全面を重視する判断をしまして本部役員及び支部

役員の皆さまには事業の準備の段階からの期間をも活動中止とさせていただきました。大

学側の事業展開にも影響があり、ホームカミングデーの開催も今年度は見送ることになり

ました。

　しかしながら、我々の創作活動は止めるわけにはいかないと考えます。今年度後半に事

態の改善がみられた場合に即事業の再開が出来るように例年通りの予算を計上することに

しました。総会に関しましては残念ながら直接集まることを避け、今年度は例外的に書面

による採決をいたします。なにとぞ、ご理解ご協力のほどよろしくお願いいたします

　この度の禍に負けず、我々同窓生の創作活動の更なる発展が叶うことを願っております。

２０２０年度

ご挨拶 会長
　

冨家裕久

《ＫＯＭＡＩＮＵ|Ｇｕａｒｄｉａｎ Ｂｅａｓｔｓ|》

制作年：２０１９年

素　材：ステンレススチール、ＦＲＰ　他

制　作：ヤノベケンジ 　　　　京都芸術大学ウルトラファクトリー 　　　　制作学生メンバー 　　　　稲垣弥々、岩淵二千乃、大野裕和、鈴木天音、 　　　　鈴木せつか、住谷桃、辻紗弥香、藤田みのり、 　　　　柳生梨音、吉本早耶香

　
本
作
品
は
、
現
在
の
地
球
環
境
の
悪
化
、
人
類
の
分
断
や
対
立
、

国
際
紛
争
な
ど
か
ら
世
界
を
守
る
た
め
の
守
護
獣
と
し
て
、
彫
刻

家
ヤ
ノ
ベ
ケ
ン
ジ
が
京
都
芸
術
大
学
の
学
生
10
名
と
共
に
、
比
叡

山
延
暦
寺
の
『
に
な
い
堂
』
に
奉
納
展
示
す
る
た
め
に
制
作
し
た
。

　
狛
犬
は
、
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
か
ら
中
国
や
朝
鮮
半
島
を
経
て
日

本
に
伝
播
し
、
も
と
も
と
仏
や
神
を
守
る
獅
子
と
し
て
表
さ
れ
て

き
た
。
日
本
に
お
い
て
、
向
か
っ
て
右
側
に
口
を
開
け
た
獅
子
、

左
側
に
角
が
あ
り
口
を
閉
じ
た
狛
犬
が
向
い
合
せ
に
置
か
れ
、『
阿

吽
』
が
対
と
な
っ
た
。
平
安
時
代
、
宮
中
の
清
涼
殿
に
魔
除
け
と

し
て
置
か
れ
た
の
が
は
じ
ま
り
の
一
つ
と
さ
れ
る
。

　
本
作
品
は
、
平
安
神
宮
の
大
鳥
居
の
前
に
設
置
す
る
狛
犬
と
し

て
構
想
さ
れ
、
鎮
護
国
家
の
道
場
で
あ
り
、『
日
本
仏
教
の
母
山
』

と
称
さ
れ
る
比
叡
山
延
暦
寺
に
奉
納
展
示
さ
れ
た
。
今
回
、
創
造

す
る
喜
び
を
見
つ
め
、
相
次
ぐ
風
水
害
、
世
界
的
な
疫
病
の
蔓
延

か
ら
人
々
を
守
る
願
い
を
込
め
、『
蕎
術
立
国
』
を
目
指
す
本
学

前
に
改
め
て
展
示
す
る
。

比
叡
山
延
暦
寺
よ
り
今
降
り
立
つ
守
護
獣
た
ち

表
紙
の
作
品
に
つ
い
て

　はじめに、新型コロナウイルス感染症（Ｃ

ＯＶＩＤ-19）に罹患された皆様、および関係

者の皆様に心よりお見舞い申し上げます。

　瓜生山同窓会 会長 冨家です。２０１９年末から

始まった、新型コロナウイルス感染症（ＣＯＶＩＤ-19）の流行による

影響は今年度の７月に至ってもなお社会的影響が大きく。同窓会の活動にも

支障をきたしています。経済活動の再開の流れは感じていますが、同窓会として今まで

行ってきました事業については、より安全面を重視する判断をしまして本部役員及び支部

役員の皆さまには事業の準備の段階からの期間をも活動中止とさせていただきました。大

学側の事業展開にも影響があり、ホームカミングデーの開催も今年度は見送ることになり

ました。

　しかしながら、我々の創作活動は止めるわけにはいかないと考えます。今年度後半に事

態の改善がみられた場合に即事業の再開が出来るように例年通りの予算を計上することに

しました。総会に関しましては残念ながら直接集まることを避け、今年度は例外的に書面

による採決をいたします。なにとぞ、ご理解ご協力のほどよろしくお願いいたします

　この度の禍に負けず、我々同窓生の創作活動の更なる発展が叶うことを願っております。

２０２０年度

ご挨拶 会長
　

冨家裕久

《ＫＯＭＡＩＮＵ|Ｇｕａｒｄｉａｎ Ｂｅａｓｔｓ|》

制作年：２０１９年

素　材：ステンレススチール、ＦＲＰ　他

制　作：ヤノベケンジ 　　　　京都芸術大学ウルトラファクトリー 　　　　制作学生メンバー 　　　　稲垣弥々、岩淵二千乃、大野裕和、鈴木天音、 　　　　鈴木せつか、住谷桃、辻紗弥香、藤田みのり、 　　　　柳生梨音、吉本早耶香



二
〇
一
九
年
度
（
令
和
元
年
度
）

瓜
生
山
同
窓
会
：
事
業
報
告

〔
基
〕＝
基
本
事
業

〔
本
〕＝
本
部
事
業

〔
分
〕＝
分
科
会
事
業

２
０
１
９
年
（
平
成
31
年
・
令
和
元
年
）　……

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

4
月
13
日
〔
本
〕 

第
一
回
役
員
会

4
月
18
日
〔
支
〕 

東
京
支
部
会
議

4
月
20
日
〔
支
〕 

美
唄
支
部
会
議

5
月
17
日
〔
本
〕 

第
二
回
役
員
会

6
月 

〔
基
〕 

会
報
『
蒼
天
』
発
行

6
月
22
日
〔
支
〕 

美
唄
支
部
同
窓
会
開
催

6
月
27
日
〔
支
〕 

九
州
支
部
会
議

6
月
30
日
〔
支
〕 

美
唄
支
部
会
議

7
月
11
日
〔
本
〕 

第
三
回
役
員
会

7
月
13
日
〔
特
〕 

望
天
館
竣
工
式

7
月
28
日
〔
本
〕 

瓜
生
山
同
窓
会
総
会
／
連
動
企
画

8
月
5
日
〔
支
〕 

兵
庫
支
部
会
議

8
月
6
日
〔
支
〕 

広
島
支
部
会
議

8
月
8
日
〔
支
〕 

東
京
支
部
会
議

8
月
26
日
〔
特
〕 

瓜
生
山
Ｈ
Ｃ
Ｄ
打
合
せ

 

〔
本
〕 

第
四
回
役
員
会

9
月
9
日
〔
本
〕 

第
五
回
役
員
会

9
月
11
日
〔
特
〕 

京
造
ね
ぶ
た
表
彰
式

9
月
15
日
〔
特
〕 

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

9
月
22
日
〜
23
日
〔
支
〕
広
島
支
部
事
業
現
地
調
査

9
月
25
日
〔
支
〕 

九
州
支
部
会
議

10
月
6
日
〔
支
〕 

東
京
支
部
同
窓
会
開
催

10
月
7
日
〔
本
〕 

第
六
回
役
員
会

10
月
29
日
〔
支
〕 

北
海
道
支
部
会
議

11
月
2
日
〔
支
〕 

九
州
支
部
同
窓
会
開
催

11
月
2
日
〔
分
〕 

歴
史
遺
産
学
科
分
科
会

11
月
16
日
〔
分
〕 

歴
史
遺
産
学
科
同
窓
会

11
月
12
日
〜
17
日
〔
支
〕
北
海
道
支
部
同
窓
会
開
催

11
月
26
日
〜
12
月
1
日
〔
分
〕
彫
刻
・
立
体
・

 
 

総
合
造
形
分
科
会
「U

.S.E.11

」

11
月
27
日
〔
本
〕 

第
七
回
役
員
会

12
月
7
日
〔
支
〕 

中
部
支
部
事
業
現
地
調
査

２
０
２
０
年
（
令
和
2
年
）　…

…
…
…

1
月
18
日
〜
19
日
〔
支
〕
広
島
支
部
同
窓
会
開
催

1
月
19
日
〔
支
〕 

美
唄
支
部
会
議

1
月
22
日
〔
本
〕 

第
八
回
役
員
会

1
月
26
日
〔
本
〕 

中
間
報
告
会

2
月
15
日
〔
支
〕 

中
部
支
部
同
窓
会
開
催

2
月
16
日
〔
基
〕 

卒
業
制
作
展
支
援

2
月
22
日
〔
支
〕 

東
京
支
部
会
議

3
月
4
日
〔
本
〕 

第
九
回
役
員
会

3
月
21
日
〔
支
〕 

広
島
・
九
州
支
部
合
同
会
議

3
月
21
日
〔
基
〕 

２
０
１
９
年
度
中
間
監
査

3
月
31
日
〔
基
〕 

２
０
１
９
年
度
決
算

〔
特
〕＝
特
別
事
業

〔
支
〕＝
支
部
事
業

■
美
唄
支
部
同
窓
会

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
『
極
小
極
面
構
造
に
よ
る
造
形
の
美
〜
針
金
と
樹
脂
で
作
る
小
宇
宙
』

　

日
時
：
６
月
22
日
（
土
）

　

会
場
：
安
田
侃
彫
刻
美
術
館　
ア
ル
テ
ピ
ア
ッ
ツ
ァ
美
唄
内　
体
験
工
房

　

講
師
：
柴
田
純
生
教
授
（
美
術
工
芸
学
科
）

　

◎
先
生
よ
り
極
小
極
面
構
造
に
つ
い
て
の
解
説
・
針
金
と
樹
脂
で
作
る

立
体
物
の
見
本
を
見
な
が
ら
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
い
た

だ
き
、
そ
の
後
、
制
作
開
始
し
ま
し
た
。
出
来
上
が
り
を
想
像
し
な

が
ら
ス
ケ
ッ
チ
か
ら
入
る
者
も
い
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
針
金
を
曲
げ
た

り
、
回
し
た
り
、
樹
脂
を
つ
け
た
り
、
真
剣
に
楽
し
ん
で
制
作
を
し

て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
個
々
の
出
来
上
が
り
作
品
を
先
生
よ
り
ご

講
評
い
た
だ
き
ま
し
た
。ほ
と
ん
ど
の
皆
さ
ん
が
初
め
て
の
制
作
で
、

大
変
実
り
あ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
な
り
ま
し
た
。（
小
川
）

6
2019年

月

■
東
京
支
部
同
窓
会

　
本
間
正
人
副
学
長　
ス
ペ
シ
ャ
ル
セ
ミ
ナ
ー　
『
す
ぐ
に
役
立
つ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ヒ
ン
ト
』

　

日
程
：
10
月
６
日
（
日
）

　

会
場
：
外
苑
キ
ャ
ン
パ
ス　

２
１
１
号
室

　

講
師
：
本
間
正
人
副
学
長

　

◎
雨
も
降
り
足
元
の
悪
い
中
で
し
た
が
、
多
く
の
方
に
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。
面
白
可
笑
し
く
話
さ
れ
る
先
生
に
笑
い
の
絶
え
な
い
セ
ミ

ナ
ー
と
な
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は
相
づ
ち
、
う
な
づ
き
、

く
り
か
え
し
が
い
か
に
必
要
で
、
聞
き
手
が
大
き
な
役
割
を
持
っ
て

い
る
こ
と
を
体
験
し
ま
し
た
。
す
ぐ
に
役
立
つ
ヒ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
あ
り
参
加
者
か
ら
は
大
変
好
評
で
し
た
。

交
流
会
で
は
机
の
配
置
換
え
や
料
理
の
準
備
に
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
い
ま
し
た
が
、
全
て
大
学
の
関
係

者
で
で
き
た
こ
と
は
よ
か
っ
た
で
す
。（
小
川
）

10
2019年

月

■
北
海
道
支
部
同
窓
会　
第
13
回
ノ
ー
ス
・
カ
オ
ス
展
２
０
１
９

　

日
時
：
11
月
12
日
（
火
）〜
17
日
（
日
）

　

会
場
：
大
丸
藤
井
セ
ン
ト
ラ
ル
㈱　
７
Ｆ
ス
カ
イ
ホ
ー
ル

　

講
師
：
奥
田
輝
芳
教
授
（
通
信
教
育
部　
美
術
科
）

　

◎
今
年
は
５
８
０
名
の
方
に
ご
来
場
頂
き
、
今
回
も
多
方
面
で
活
躍
し

な
が
ら
造
形
芸
術
を
創
造
し
継
続
し
て
い
る
21
名
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自

の
気
風
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
た
30
作
品
を
展
示
頂
き
ま
し
た
。
奥

田
先
生
に
は
「
現
代
絵
画
の
始
ま
り
」
を
テ
ー
マ
に
ご
講
演
頂
き
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
で
は
、
各
ジ
ャ
ン
ル
か
ら
形
・
色
・
技
法
な
ど

に
つ
い
て
熱
い
ト
ー
ク
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
懇
親
会
で
は
23
名
の
幅

広
い
年
齢
層
が
集
い
、
と
て
も
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。

（
小
川
）

年号も令和に変わり新しい時代にと思った矢先に、新型コロナウィルスが現れるとは誰が予測したでしょうか。瓜生山同窓会も自己防
衛のため、この蒼天に関してもZOOMでの打ち合わせにしたりといろいろと新しい形で進めております。今回の蒼天は総会の資料に
するというかなり変則なものとなっております。次号から元に戻せたらいいなと思っています。皆様もステイホームでこの局面を切り
抜けて、どこかの事業でお会いできることを楽しみにしております。（小川）

編集
後記

■﹇
分
科
会
﹈
２
０
１
９
年
度　
歴
史
遺
産
学
科
同
窓
会

　
記
念
講
演
（
岡
田
文
男
先
生
に
よ
る
講
義
と
立
食
懇
親
会
）

　

日
時
：
11
月
16
日
（
土
）

　

会
場
：
京
都
造
形
芸
術
大
学
内　
Ｊ
41
、
人
間
館
１
階
ブ
レ
ス
カ
フ
ェ
内

　

講
師
：
岡
田
文
男
教
授
（
歴
史
遺
産
学
科
）

　

◎
歴
史
遺
産
学
科
（
旧
文
化
財
科
学
コ
ー
ス
）
創
設
の
頃
か
ら
教
鞭
を

と
っ
て
き
た
岡
田
文
男
先
生
を
講
師
に
招
き
、
在
学
中
の
歴
史
遺
産

学
科
学
生
と
卒
業
生
を
対
象
と
し
た
講
演
会
と
、
大
学
内
の
会
場

に
て
岡
田
先
生
を
囲
ん
で
の
立
食
形
式
に
よ
る
懇
親
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
在
学
生
と
文
化
財
等
の
専
門
職
に
就
い
て
い
る
卒
業
生
と
の

交
流
を
は
か
る
趣
向
と
し
て
、
現
在
の
仕
事
等
の
状
況
に
つ
い
て
自

己
紹
介
し
あ
い
立
食
形
式
で
交
流
を
行
い
ま
し
た
。（
小
川
）

卒
展
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー

日
程
：
２
月
16
日
（
日
）

会
場
：
京
都
造
形
芸
術
大
学　
学
生
食
堂

　

学
生
生
活
の
集
大
成
で
あ
る
大
学
卒
業
展
・
大
学
院
修
了
展
が
今
年
度

も
無
事
終
了
し
、
学
生
食
堂
に
て
肩
の
荷
が
下
り
た
生
徒
が
気
兼
ね
な
く

楽
し
め
る
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

尾
池
学
長
か
ら
ご
挨
拶
を
賜
り
各
学
科
の
先
生
方
も
参
加
さ
れ
、
各
々

が
食
事
を
片
手
に
卒
展
や
こ
れ
ま
で
の
学
生
生
活
に
つ
い
て
話
に
花
を
咲

か
せ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
時
間
と
お
酒
が
進
ん
で
ゆ
き
、
同
窓
会
役
員
が

春
か
ら
の
新
生
活
に
つ
い
て
聞
く
と
楽
し
み
と
不
安
で
い
っ
ぱ
い
の
未
来

を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。（
中
井
）

2
2020年

月

　2020年4月より京都造形芸術大学は校名変更し「京都芸術大学」となりました。同窓生の皆さまも
メディア等を通してご存じであるように、校名変更には沢山の意見が出ています。特に京都市立芸
術大学との名称の類似に至っては裁判にまで発展し現在も裁判中であります。

　瓜生山同窓会は名称変更に関してどのように考えているのか明確にしておきたいと思います。
「瓜生山同窓会」の名称の始まりは、京都芸術短期大学の同窓会と京都造形芸術大学の同窓会が合
併する際に産まれた名称です。我々同窓生はそれぞれの学校の卒業生であり、また共通の学校法人
瓜生山学園の卒業生であることが会員資格とすることを前提としていますので、発足時から大学の
名称を外した「瓜生山同窓会」として運営してきました。

　今回の大学の名称が変更されること、また今後も変更が続くことがあったとしても、我々同窓会
の活動の妨げになるものではないとし、粛々と校名変更に対応するという結論に至りました。しか
しながら校名変更により卒業証明書等は京都芸術大学（旧京都造形芸術大学）との表記になります
が京都芸術短期大学の場合は校名変更ではありませんでしたので、今も卒業証明書等の名称は当時の
ままです。

　混乱無きよう宜しくお願いします。
　　瓜生山同窓会　会長　冨家裕久

２
０
１
９
年
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の
報
告

日
程
：
９
月
15
日
（
日
）
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

　

大
学
春
秋
座
や
七
月
に
竣
工
し
た
ば
か
り
の
新
・
望
天
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
出
囃
子
と
共
に
月
亭
遊
方
さ
ん
が
登
場
し
「
皆
さ
ま
京
都
造
形

芸
術
大
学
へ
お
か
え
り
な
さ
い
ま
せ
〜
」
と
式
典
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

本
間
副
学
長
の
式
辞
、
冨
家
同
窓
会
会
長
の
祝
辞
、
徳
山
理
事
長
の
式
辞

が
あ
り
、「
第
11
回
松
陰
芸
術
賞
」
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
懇
親
会

場
に
は
同
窓
生
の
お
店
か
ら
の
出
店
で
食
事
の
提
供
が
あ
り
、
本
年
度
は

京
都
芸
術
短
期
大
学
の
卒
業
生
が
還
暦
を
迎
え
る
年
と
い
う
こ
と
で
、
ド

レ
ス
コ
ー
ド
に
赤
い
も
の
を
着
用
し
て
記
念
撮
影
を
し
て
い
た
だ
く
フ
ォ

ト
ス
ポ
ッ
ト
を
設
営
し
撮
影
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。（
冨
家
）

■
中
部
支
部
同
窓
会
「
浮
世
絵
に
見
る
江
戸
時
代
の
旅
模
様
」

　

日
程
：
２
月
15
日
（
土
）

　

会
場
：
中
山
道
広
重
美
術
館

　

講
師
：
菅
原
真
弓
元
准
教
授
（
芸
術
学
部
）

　

◎
午
前
中
は
１
Ｆ
の
展
示
見
学
と
２
Ｆ
の
重
ね
摺
り
体
験
を
２
チ
ー
ム

に
分
け
て
楽
し
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。
途
中
で
１
Ｆ
と
２
Ｆ
を
入
れ

替
え
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
講
師
も
含
め
全
員
で
料
理
旅
館
い

ち
川
に
て
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
菅
原
先
生
に
は
、
休
憩

20
分
程
度
を
は
さ
み
な
が
ら
３
時
間
に
及
ぶ
講
義
を
し
て
頂
き
ま

し
た
。
た
く
さ
ん
の
レ
ジ
ュ
メ
や
ス
ラ
イ
ド
を
ご
用
意
く
だ
さ
り
、

大
変
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。（
小
川
）

■
九
州
支
部
同
窓
会　
夜
光
貝
で
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
作
ろ
う
！

　

日
程
：
11
月
２
日
（
土
） 　

 

　

会
場
：
ア
ク
ロ
ス
福
岡

　

講
師
：
岡
田
文
男
教
授
（
歴
史
遺
産
学
科
） 

　

◎
第
一
部
は
歴
史
遺
産
学
科
の
岡
田
先
生
を
お
迎
え
し
、
螺
鈿
細
工
の

原
料
で
あ
る
夜
光
貝
を
用
い
て
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
制
作
し
ま
し
た
。
岡

田
先
生
か
ら
正
倉
院
の
宝
物
に
あ
る
螺
鈿
細
工
の
精
密
さ
や
加
工
が

難
し
い
事
な
ど
歴
史
的
な
レ
ク
チ
ャ
ー
も
受
け
、
夢
中
に
な
り
な
が

ら
制
作
し
ま
し
た
。
休
憩
し
つ
つ
和
や
か
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

催
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。第
二
部
は
会
場
を
移
し
懇
親
会
を
開
催
。

岡
田
先
生
を
囲
み
楽
し
か
っ
た
制
作
の
感
想
か
ら
、
個
々
の
専
攻
や

近
況
ま
で
会
話
が
弾
み
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。（
小
川
）

11
2019年

月1
2020年

月

■
広
島
支
部
同
窓
会
「
岡
山
の
建
築
と
庭
園
」

　

日
程
：
１
月
18
日
（
土
）〜
19
日
（
日
）

　

会
場
：
後
楽
園
、
岡
山
城
、
奈
義
町
現
代
美
術
館
、
吉
備
中
央
町
庁
舎
、
重
森
三
玲
記
念
館

　

講
師
：
荒
川
朱
美
教
授
（
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
）

　

◎
二
日
間
に
わ
た
る
同
窓
会
で
し
た
。
一
日
目
の

見
学
に
関
し
て
は
、
皆
さ
ん
楽
し
ん
で
過
ご
し

て
い
た
だ
け
た
よ
う
で
し
た
。
お
子
さ
ん
連
れ

の
方
も
、
久
し
ぶ
り
に
子
供
と
外
で
過
ご
し
て

楽
し
か
っ
た
と
言
っ
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。
懇

親
会
で
は
、
花
房
館
長
、
岸
本
館
長
な
ど
の
招

待
客
の
方
々
も
和
気
藹
々
と
参
加
さ
れ
た
同
窓

会
員
と
話
を
さ
れ
て
い
て
有
意
義
な
懇
親
会
で
し
た
。
二
日
目
は
ほ
ぼ
一
日
バ
ス
の
移
動
で
し
た
が
、
奈
義
現

代
美
術
館
、
重
森
三
玲
記
念
館
に
関
し
て
は
、
な
か
な
か
来
れ
な
い
所
な
の
で
良
か
っ
た
感
想
を
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、
荒
川
先
生
の
講
義
も
要
点
を
簡
潔
に
ま
と
め
て
い
た
だ
き
、
こ
の
二
日
間
を
満
足
頂
け
た
と
思
い
ま
す
。

今
回
で
面
白
さ
を
知
っ
た
方
々
が
、
何
か
の
折
に
ま
だ
同
窓
会
に
参
加
し
て
い
な
い
方
を
誘
っ
て
、
参
加
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。（
小
川
）

■﹇
分
科
会
﹈
彫
刻
・
立
体
・
総
合
造
形
分
科
会　
「
Ｕ
．Ｓ
．Ｅ
．
11
」

　

日
時
：
11
月
26
日
（
火
）
〜
12
月
１
日
（
日
）
12
時
〜
19
時
（
最
終
日
18
時
ま
で
）

　

会
場
：
ギ
ャ
ラ
リ
ー
マ
ロ
ニ
エ　

５
階

　

講
師
：
柴
田
純
生
教
授
（
美
術
工
芸
学
科
）・
奥
田
輝
芳
教
授
（
通
信
教
育
部　
美
術
科
）

　

◎
大
学
彫
刻
Ｏ
Ｂ
、
短
大
立
体
Ｏ
Ｂ
、
総
合
造
形
研
究
室
に
よ
る
活
動

支
援
と
相
互
の 

交
流
の
場
と
し
て
立
体
小
作
品
と
平
面
に
よ
る
合

同
作
品
展
に
て
23
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
期
間
中
２
０
０
人
を
超
え

る
方
に
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
展
覧
会
期
間
中
11
月
30
日
（
土
）

で
は
会
場
に
て
懇
親
会
（
無
料
）
を
開
催
し
、
柴
田
純
生
教
授
に
よ

る
講
評
会
＆
講
演
会
に
お
い
て
出
品
者
や
一
般
お
よ
び
関
係
者
が
10

〜
30
名
程
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
サ
プ
ラ
イ
ズ
ゲ
ス
ト
奥
田

輝
芳
教
授
に
よ
る
講
評
会
も
盛
り
上
が
り
、
参
加
者
も
参
加
し
た

講
評
会
と
な
り
ま
し
た
。（
小
川
）

臨
時
総
会
／
総
会
／
連
動
企
画

「
日
本
の
歴
史
が
体
感
で
き
る
!? 

　
　
　

 

伏
見
稲
荷
大
社
を
知
り
尽
く
そ
う
！
」

日
程
：
７
月
28
日
（
日
）

会
場
：
伏
見
稲
荷
大
社

　

ま
ず
、
瓜
生
山
同
窓
会
と
し
て
本
殿
に
て
ご
祈
祷
を
頂
い
て
か
ら
、
伏

見
稲
荷
大
社
社
務
所
を
お
借
り
し
て
総
会
を
行
い
ま
し
た
。
す
べ
て
の
議

題
を
ご
承
認
頂
い
た
あ
と
、
伏
見
稲
荷
内
を
見
学
、
さ
ら
に
普
段
非
公
開

の
重
要
文
化
財
の
お
茶
屋
も
見
学
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

そ
の
ま
ま
、
五
条
木
屋
町
の
料
理
旅
館
鶴
清
で
汗
を
流
し
、
鴨
川
の
床

で
涼
み
な
が
ら
京
料
理
を
頂
き
ま
し
た
。
い
つ
も
と
は
違
う
屋
外
で
の
会

席
で
と
て
も
和
気
藹
々
と
し
た
交
流
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。（
小
川
）

瓜
生
山
同
窓
会
中
間
報
告
会
・
連
動
企
画

日
程
：
１
月
26
日
（
日
）

会
場
：
京
都
造
形
芸
術
大
学

　
　
　
大
阪
・
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス　
５
０
２
号
教
室

　

大
阪
富
国
生
命
ビ
ル
５
階
に
あ
る
大
阪

藝
術
学
舎
を
会
場
に
、
第
１
部
と
し
て
中

間
報
告
会
を
開
催
。
第
２
部
で
は
東
京
支

部
事
業
で
好
評
を
博
し
た
、
本
間
正
人
副

学
長
の「
す
ぐ
に
役
立
つ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
術
」
セ
ミ
ナ
ー
を
行
い
ま
し
た
。笑
い
に

溢
れ
る
参
加
型
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
、仕
事

の
課
題
や
子
育
て
の
悩
み
を
解
決
す
る
ヒ

ン
ト
を
伝
授
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
渡
部
）

２
０
２
０
年
度
：
役
員
紹
介

【
役
員
】

会　

長
：
冨
家 

裕
久
（
大
学
：
環
境
デ
ザ
イ
ン
１
９
９
５
年
度
卒
）

副
会
長
：
渡
部 

隆
志
（
短
大
：
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
１
９
８
７
年
度
卒
）

副
会
長
：
小
川 

文
齋
（
大
学
：
彫
刻
１
９
９
６
年
度
卒
）

会　

計
：
北
川 

真
理
子
（
大
学
：
文
化
財
科
学
１
９
９
９
年
度
卒
）

書　

記
：
高
橋 

保
世
（
大
学
：
現
代
美
術･

写
真
２
０
１
７
年
度
卒
）

庶　

務
：
菱
田 

太
郎
（
大
学
：
彫
刻
１
９
９
５
年
度
卒
）

庶　

務
：
北
村 

奈
世
（
大
学
：
染
織
２
０
０
１
年
度
卒
）

庶　

務
：
岸
田 

あ
ゆ
ち
（
短
大
：
立
体
１
９
９
０
年
度
卒
）

庶　

務
：
中
井 

芙
美
（
大
学
：
環
境
デ
ザ
イ
ン
２
０
１
２
年
度
卒
）

顧　

問
：
目
良 

義
夫
（
短
大
：
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
１
９
８
６
年
度
卒
）

顧　

問
：
早
野 

素
子
（
大
学
：
彫
刻
１
９
９
４
年
度
卒
）

監　

査
：
森 

梨
絵
（
大
学
：
こ
ど
も
芸
術
学
科
２
０
１
０
年
度
卒
）

〈
幹
事
〉

山
本 

慶
太
（
大
学
：
芸
術
学
１
９
９
７
年
度
卒
）

吉
村 

龍
二
（
短
大
：
美
学
美
術
史
１
９
８
９
年
度
卒
）

北
川 

真
理
子
（
大
学
：
文
化
財
科
学
１
９
９
９
年
度
卒
）

奥
村 

直
美
（
大
学
：
映
像
芸
術
２
０
０
２
年
度
卒
）

池
田 

亜
耶
子
（
短
大
：
映
像
１
９
９
７
年
度
卒
）

枡
谷 

雄
一
郎
（
大
学
：
映
像
・
舞
台
芸
術
学
科
２
０
０
３
年
度
卒
）

後
藤 

吉
晃
（
大
学
：
日
本
画
２
０
０
５
年
度
卒
）

内
藤 

邦
博
（
大
学
通
信
：
陶
芸
２
０
０
６
年
度
卒
）

岡
林 

真
由
子
（
大
学
：
洋
画
２
０
０
５
年
度
卒
）

山
本 

芳
正
（
短
大
：
洋
画
１
９
８
０
年
度
卒
）

塚
本 

敬
次
（
大
学
：
彫
刻
１
９
９
７
年
度
卒
）

岸
田 

あ
ゆ
ち
（
短
大
：
立
体
１
９
９
０
年
度
卒
）

田
中 

良
昭
（
短
大
：
陶
芸
１
９
７
８
年
度
卒
）

西
木 

宏
和
（
大
学
通
信
：
陶
芸
２
０
０
１
年
度
卒
）

志
村 

徹
也
（
短
大
：
染
織
１
９
９
０
年
度
卒
）

北
村 

奈
世
（
大
学
：
染
織
２
０
０
１
年
度
卒
）

バ
ロ
ン 

利
名
（
短
大
：
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
１
９
９
１
年
度
卒
）

野
口 

学
（
大
学
：
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
２
０
０
２
年
度
卒
）

遠
藤 

伸
也
（
大
学
：
空
間
デ
ザ
イ
ン
２
０
０
２
年
度
卒
）

山
田 

麗
音
（
大
学
：
情
報
デ
ザ
イ
ン
２
０
０
８
年
度
卒
）

渡
部 

隆
志
（
短
大
：
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
１
９
８
７
年
度
卒
）

杉
本 

尚
也
（
大
学
：
環
境
デ
ザ
イ
ン
１
９
９
７
年
度
卒
）

木
村 

行
伸
（
短
大
：
イ
ン
テ
リ
ア
２
０
０
０
年
度
卒
）

片
石 

高
幸
（
短
大
：
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
１
９
８
１
年
度
卒
）

森 

梨
絵
（
短
大
：
日
本
画
１
９
９
０
年
度
卒
）

柳
原 

樹
（
大
学
：
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
２
０
１
４
年
度
卒
）

〈
支
部
〉

【
北
海
道
】

支
部
長
：
中
田 

登
（
大
学
通
信
：
洋
画
２
０
０
４
年
度
卒
）

副
支
部
長
：
五
十
嵐 

伸
幸
（
大
学
通
信
：
陶
芸
２
０
０
５
年
度
卒
）

　
　
　
　
　

佐
藤 

き
わ
子
（
大
学
通
信
：
染
織
２
０
０
５
年
度
卒
）

【
美
唄
（
北
海
道
）】

支
部
長
：
五
十
嵐 

伸
幸
（
大
学
通
信
：
陶
芸
２
０
０
５
年
度
卒
）

　
　
　
　
　

大
井 

恵
子
（
大
学
通
信
：
陶
芸
２
０
０
２
年
度
卒
）

　
　
　
　
　

佐
藤 

き
わ
子
（
大
学
通
信
：
染
織
２
０
０
５
年
度
卒
）

　
　
　
　
　

田
中 

野
穂
（
大
学
：
陶
芸
２
０
０
９
年
度
卒
）

【
東
京
】

支
部
長
：
矢
渡 

由
香
（
短
大
：
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
１
９
９
４
年
度
卒
）

　
　
　
　
　

長
谷
川 

雅
啓
（
大
学
：
文
化
財
科
学
１
９
９
８
年
度
卒
）

　
　
　
　
　

花
本 

紫
乃
（
短
大
：
日
本
画
１
９
９
４
年
度
卒
）

　
　
　
　
　

早
野 

由
希
（
短
大
：
洋
画
１
９
９
４
年
度
卒
）

【
長
野
】

支
部
長
：
塚
原 

延
夫
（
大
学
通
信
：
芸
術
学
２
０
０
４
年
度
卒
）

【
中
部
】

支
部
長
：
宮
崎 

敦
子 （
大
学
通
信
：

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
デ
ザ
イ
ン
２
０
０
３
年
度
卒
）

　
　
　
　
　

大
谷 

瑞
穂
（
大
学
：
日
本
画
１
９
９
９
年
度
卒
）

【
兵
庫
】

支
部
長
：
小
川 

陽
平
（
大
学
：

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
学
院 

環
境
デ
ザ
イ
ン 

２
０
０
６
年
度
卒
）

副
支
部
長
：
砂
原 

勇
紀
（
大
学
：
環
境
デ
ザ
イ
ン 

２
０
０
６
年
度
卒
）

会　
　

計
：
矢
橋 

奈
美
（
大
学
：
美
術
工
芸 

２
０
０
６
年
度
）

　
　
　
　
　

砂
原 

明
子
（
大
学
：
美
術
工
芸 

２
０
０
６
年
度
卒
）

　
　
　
　
　

松
本 

圭
介
（
大
学
：
環
境
デ
ザ
イ
ン 

２
０
０
５
年
度
卒
）

　
　
　
　
　

東
郷 

剛
宗
（
大
学
：
環
境
デ
ザ
イ
ン 

２
０
１
０
年
度
卒
）

【
香
川
】

支
部
長
：
清
水 

晃
（
短
大
：
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
１
９
７
９
年
度
卒
）

【
岡
山
】

支
部
長
：
仁
城 

亮
彦
（
大
学
：
情
報
デ
ザ
イ
ン
１
９
９
４
年
度
卒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
学
通
信
：
芸
術
学
２
０
０
８
年
度
卒
）

【
広
島
】

支
部
長
：
河
本 

茂
（
短
大
：
建
築
デ
ザ
イ
ン
１
９
９
０
年
度
卒
）

副
支
部
長
：
木
村 

理
恵
（
短
大
：
洋
画
２
０
０
０
年
度
卒
）

【
九
州
】

支
部
長
：
菅
村 

麻
衣
子
（
大
学
：
芸
術
学
１
９
９
４
年
度
卒
）

■
京
造
ね
ぶ
た　
学
生
支
援
事
業

　

日
程
：
9
月
3
日
（
日
）

　

◎
日
差
し
も
気
温
も
ま
だ
ま
だ
油
断
で
き
な
い
暑
さ
を
見
せ
る
中
、
全

一
回
生
で
行
わ
れ
る
授
業
・
マ
ン
デ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
半
年
の
集

大
成
で
あ
る
「
ね
ぶ
た
制
作
」
の
期
間
に
同
窓
会
学
生
支
援
事
業
と

し
て
役
員
の
高
橋
保
世
と
サ
ポ
ー
タ
ー
の
原
和
生
・
中
井
芙
美
の
三

名
で
全
23
ク
ラ
ス
へ
飲
み
物
と
お
菓
子
を
差
し
入
れ
し
ま
し
た
。
連

日
の
制
作
で
疲
れ
が
見
え
る
学
生
た
ち
で
す
が
、
元
気
な
声
で
差
し

入
れ
を
受
け
取
り
、
気
合
を
入
れ
な
お
す
と
再
び
作
業
へ
戻
っ
て
い

き
ま
し
た
。（
中
井
）

9
2019年

月

２
０
２
０
年
度　

瓜
生
山
同
窓
会

通
常
総
会　

議
事
一
覧

 

採
決
期
限
：
２
０
２
０
年
７
月
27
日
（
月
）

 

○
第
一
号
議
案　

２
０
１
９
年
度　

事
業
報
告
に
関
す
る
件

 

○
第
二
号
議
案　

２
０
１
９
年
度　

決
算
報
告
に
関
す
る
件

 

○
第
三
号
議
案　

２
０
２
０
年
度　

事
業
計
画
に
関
す
る
件

 

○
第
四
号
議
案　

２
０
２
０
年
度　

事
業
予
算
に
関
す
る
件

　

ご
質
問
は
２
０
２
０
年
７
月
20
日（
月
）ま
で
に
同
封
の
専
用
の
質
問
書
か
ら

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
に
て
し
て
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

蒼
天
に
同
封
の
お
葉
書
に
て
、
各
議
案
に
関
し
て
賛
否
を
ご
返
答
頂
き
ま
す

よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

 

返
信
期
限
：
７
月
27
日
（
月
）
必
着

 
 

は
が
き
は
料
金
受
取
人
払
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

何
も
記
載
な
し
で
返
信
さ
れ
た
は
が
き
は
承
認
と
読
み
返
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

２
０
２
０
年
度　

事
業
計
画

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ

Ｄ- 

19
）の
流
行
に
よ
る
影
響
で
、
７
月
末
日

ま
で
本
部
及
び
支
部
の
活
動
を
中
止
し
て
お

り
ま
す
。
本
来
な
ら
今
年
度
の
本
部
及
び
支

部
の
事
業
計
画
の
詳
細
が
総
会
で
諮
ら
れ
ま
す

が
、現
時
点
で
は
承
認
を
求
め
る
べ
き
事
業
の

大
部
分
の
詳
細
が
決
ま
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
本
部
事
業
で
は
Ｏ
Ｂ
・Ｏ

Ｇ
展
援
助
制
度
、
学
生
支
援
の
「
朝
食
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
等
は
例
年
通
り
執
行
し
、
社
会

状
況
次
第
で
は
即
時
活
動
を
再
開
し
、
例
年

開
催
し
て
る
支
部
事
業
の
活
動
予
算
は
例
年

規
模
で
確
保
し
て
お
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

再
開
の
際
は
、
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
各

支
部
か
ら
の
案
内
を
お
待
ち
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
今
年
度
は
学
生
に
も
多
大
な
影
響
が

あ
り
学
内
へ
の
入
構
に
も
制
限
が
あ
り
ま
し

た
。
制
限
解
除
後
の
安
全
確
保
の
一
環
と
し

て
学
生
支
援
特
別
予
算
と
し
て
手
指
消
毒
液

携
行
ス
プ
レ
ー
ボ
ト
ル
の
配
布
の
用
途
で
大

学
へ
寄
付
金
を
予
算
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

第
三
号
議
案
は
こ
の
方
針
を
ご
承
認
頂
き

た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

大
学
名
称
変
更
に
関
す
る

　
　
同
窓
会
の
ス
タ
ン
ス

Volum
e
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　はじめに、新型コロナウイルス感染症（Ｃ

ＯＶＩＤ-19）に罹患された皆様、および関係

者の皆様に心よりお見舞い申し上げます。

　瓜生山同窓会 会長 冨家です。２０１９年末から

始まった、新型コロナウイルス感染症（ＣＯＶＩＤ-19）の流行による

影響は今年度の７月に至ってもなお社会的影響が大きく。同窓会の活動にも

支障をきたしています。経済活動の再開の流れは感じていますが、同窓会として今まで

行ってきました事業については、より安全面を重視する判断をしまして本部役員及び支部

役員の皆さまには事業の準備の段階からの期間をも活動中止とさせていただきました。大

学側の事業展開にも影響があり、ホームカミングデーの開催も今年度は見送ることになり

ました。

　しかしながら、我々の創作活動は止めるわけにはいかないと考えます。今年度後半に事

態の改善がみられた場合に即事業の再開が出来るように例年通りの予算を計上することに

しました。総会に関しましては残念ながら直接集まることを避け、今年度は例外的に書面

による採決をいたします。なにとぞ、ご理解ご協力のほどよろしくお願いいたします

　この度の禍に負けず、我々同窓生の創作活動の更なる発展が叶うことを願っております。

２０２０年度

ご挨拶 会長
　

冨家裕久

《ＫＯＭＡＩＮＵ|Ｇｕａｒｄｉａｎ Ｂｅａｓｔｓ|》

制作年：２０１９年

素　材：ステンレススチール、ＦＲＰ　他

制　作：ヤノベケンジ 　　　　京都芸術大学ウルトラファクトリー 　　　　制作学生メンバー 　　　　稲垣弥々、岩淵二千乃、大野裕和、鈴木天音、 　　　　鈴木せつか、住谷桃、辻紗弥香、藤田みのり、 　　　　柳生梨音、吉本早耶香

　
本
作
品
は
、
現
在
の
地
球
環
境
の
悪
化
、
人
類
の
分
断
や
対
立
、

国
際
紛
争
な
ど
か
ら
世
界
を
守
る
た
め
の
守
護
獣
と
し
て
、
彫
刻

家
ヤ
ノ
ベ
ケ
ン
ジ
が
京
都
芸
術
大
学
の
学
生
10
名
と
共
に
、
比
叡

山
延
暦
寺
の
『
に
な
い
堂
』
に
奉
納
展
示
す
る
た
め
に
制
作
し
た
。

　
狛
犬
は
、
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
か
ら
中
国
や
朝
鮮
半
島
を
経
て
日

本
に
伝
播
し
、
も
と
も
と
仏
や
神
を
守
る
獅
子
と
し
て
表
さ
れ
て

き
た
。
日
本
に
お
い
て
、
向
か
っ
て
右
側
に
口
を
開
け
た
獅
子
、

左
側
に
角
が
あ
り
口
を
閉
じ
た
狛
犬
が
向
い
合
せ
に
置
か
れ
、『
阿

吽
』
が
対
と
な
っ
た
。
平
安
時
代
、
宮
中
の
清
涼
殿
に
魔
除
け
と

し
て
置
か
れ
た
の
が
は
じ
ま
り
の
一
つ
と
さ
れ
る
。

　
本
作
品
は
、
平
安
神
宮
の
大
鳥
居
の
前
に
設
置
す
る
狛
犬
と
し

て
構
想
さ
れ
、
鎮
護
国
家
の
道
場
で
あ
り
、『
日
本
仏
教
の
母
山
』

と
称
さ
れ
る
比
叡
山
延
暦
寺
に
奉
納
展
示
さ
れ
た
。
今
回
、
創
造

す
る
喜
び
を
見
つ
め
、
相
次
ぐ
風
水
害
、
世
界
的
な
疫
病
の
蔓
延

か
ら
人
々
を
守
る
願
い
を
込
め
、『
蕎
術
立
国
』
を
目
指
す
本
学

前
に
改
め
て
展
示
す
る
。

比
叡
山
延
暦
寺
よ
り
今
降
り
立
つ
守
護
獣
た
ち

表
紙
の
作
品
に
つ
い
て

　はじめに、新型コロナウイルス感染症（Ｃ

ＯＶＩＤ-19）に罹患された皆様、および関係

者の皆様に心よりお見舞い申し上げます。

　瓜生山同窓会 会長 冨家です。２０１９年末から

始まった、新型コロナウイルス感染症（ＣＯＶＩＤ-19）の流行による

影響は今年度の７月に至ってもなお社会的影響が大きく。同窓会の活動にも

支障をきたしています。経済活動の再開の流れは感じていますが、同窓会として今まで

行ってきました事業については、より安全面を重視する判断をしまして本部役員及び支部

役員の皆さまには事業の準備の段階からの期間をも活動中止とさせていただきました。大

学側の事業展開にも影響があり、ホームカミングデーの開催も今年度は見送ることになり

ました。

　しかしながら、我々の創作活動は止めるわけにはいかないと考えます。今年度後半に事

態の改善がみられた場合に即事業の再開が出来るように例年通りの予算を計上することに

しました。総会に関しましては残念ながら直接集まることを避け、今年度は例外的に書面

による採決をいたします。なにとぞ、ご理解ご協力のほどよろしくお願いいたします

　この度の禍に負けず、我々同窓生の創作活動の更なる発展が叶うことを願っております。

２０２０年度

ご挨拶 会長
　

冨家裕久
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制作年：２０１９年
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二
〇
一
九
年
度
（
令
和
元
年
度
）

瓜
生
山
同
窓
会
：
事
業
報
告

〔
基
〕＝
基
本
事
業

〔
本
〕＝
本
部
事
業

〔
分
〕＝
分
科
会
事
業

２
０
１
９
年
（
平
成
31
年
・
令
和
元
年
）　……

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

4
月
13
日
〔
本
〕 

第
一
回
役
員
会

4
月
18
日
〔
支
〕 

東
京
支
部
会
議

4
月
20
日
〔
支
〕 

美
唄
支
部
会
議

5
月
17
日
〔
本
〕 

第
二
回
役
員
会

6
月 

〔
基
〕 

会
報
『
蒼
天
』
発
行

6
月
22
日
〔
支
〕 

美
唄
支
部
同
窓
会
開
催

6
月
27
日
〔
支
〕 

九
州
支
部
会
議

6
月
30
日
〔
支
〕 

美
唄
支
部
会
議

7
月
11
日
〔
本
〕 

第
三
回
役
員
会

7
月
13
日
〔
特
〕 

望
天
館
竣
工
式

7
月
28
日
〔
本
〕 

瓜
生
山
同
窓
会
総
会
／
連
動
企
画

8
月
5
日
〔
支
〕 

兵
庫
支
部
会
議

8
月
6
日
〔
支
〕 

広
島
支
部
会
議

8
月
8
日
〔
支
〕 

東
京
支
部
会
議

8
月
26
日
〔
特
〕 

瓜
生
山
Ｈ
Ｃ
Ｄ
打
合
せ

 

〔
本
〕 

第
四
回
役
員
会

9
月
9
日
〔
本
〕 

第
五
回
役
員
会

9
月
11
日
〔
特
〕 

京
造
ね
ぶ
た
表
彰
式

9
月
15
日
〔
特
〕 

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

9
月
22
日
〜
23
日
〔
支
〕
広
島
支
部
事
業
現
地
調
査

9
月
25
日
〔
支
〕 

九
州
支
部
会
議

10
月
6
日
〔
支
〕 

東
京
支
部
同
窓
会
開
催

10
月
7
日
〔
本
〕 

第
六
回
役
員
会

10
月
29
日
〔
支
〕 

北
海
道
支
部
会
議

11
月
2
日
〔
支
〕 

九
州
支
部
同
窓
会
開
催

11
月
2
日
〔
分
〕 

歴
史
遺
産
学
科
分
科
会

11
月
16
日
〔
分
〕 

歴
史
遺
産
学
科
同
窓
会

11
月
12
日
〜
17
日
〔
支
〕
北
海
道
支
部
同
窓
会
開
催

11
月
26
日
〜
12
月
1
日
〔
分
〕
彫
刻
・
立
体
・

 
 

総
合
造
形
分
科
会
「U

.S.E.11

」

11
月
27
日
〔
本
〕 
第
七
回
役
員
会

12
月
7
日
〔
支
〕 
中
部
支
部
事
業
現
地
調
査

２
０
２
０
年
（
令
和
2
年
）　…

…
…
…

1
月
18
日
〜
19
日
〔
支
〕
広
島
支
部
同
窓
会
開
催

1
月
19
日
〔
支
〕 

美
唄
支
部
会
議

1
月
22
日
〔
本
〕 

第
八
回
役
員
会

1
月
26
日
〔
本
〕 

中
間
報
告
会

2
月
15
日
〔
支
〕 

中
部
支
部
同
窓
会
開
催

2
月
16
日
〔
基
〕 

卒
業
制
作
展
支
援

2
月
22
日
〔
支
〕 

東
京
支
部
会
議

3
月
4
日
〔
本
〕 

第
九
回
役
員
会

3
月
21
日
〔
支
〕 

広
島
・
九
州
支
部
合
同
会
議

3
月
21
日
〔
基
〕 

２
０
１
９
年
度
中
間
監
査

3
月
31
日
〔
基
〕 

２
０
１
９
年
度
決
算

〔
特
〕＝
特
別
事
業

〔
支
〕＝
支
部
事
業

■
美
唄
支
部
同
窓
会

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
『
極
小
極
面
構
造
に
よ
る
造
形
の
美
〜
針
金
と
樹
脂
で
作
る
小
宇
宙
』

　

日
時
：
６
月
22
日
（
土
）

　

会
場
：
安
田
侃
彫
刻
美
術
館　
ア
ル
テ
ピ
ア
ッ
ツ
ァ
美
唄
内　
体
験
工
房

　

講
師
：
柴
田
純
生
教
授
（
美
術
工
芸
学
科
）

　

◎
先
生
よ
り
極
小
極
面
構
造
に
つ
い
て
の
解
説
・
針
金
と
樹
脂
で
作
る

立
体
物
の
見
本
を
見
な
が
ら
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
い
た

だ
き
、
そ
の
後
、
制
作
開
始
し
ま
し
た
。
出
来
上
が
り
を
想
像
し
な

が
ら
ス
ケ
ッ
チ
か
ら
入
る
者
も
い
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
針
金
を
曲
げ
た

り
、
回
し
た
り
、
樹
脂
を
つ
け
た
り
、
真
剣
に
楽
し
ん
で
制
作
を
し

て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
個
々
の
出
来
上
が
り
作
品
を
先
生
よ
り
ご

講
評
い
た
だ
き
ま
し
た
。ほ
と
ん
ど
の
皆
さ
ん
が
初
め
て
の
制
作
で
、

大
変
実
り
あ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
な
り
ま
し
た
。（
小
川
）

6
2019年

月

■
東
京
支
部
同
窓
会

　
本
間
正
人
副
学
長　
ス
ペ
シ
ャ
ル
セ
ミ
ナ
ー　
『
す
ぐ
に
役
立
つ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ヒ
ン
ト
』

　

日
程
：
10
月
６
日
（
日
）

　

会
場
：
外
苑
キ
ャ
ン
パ
ス　

２
１
１
号
室

　

講
師
：
本
間
正
人
副
学
長

　

◎
雨
も
降
り
足
元
の
悪
い
中
で
し
た
が
、
多
く
の
方
に
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。
面
白
可
笑
し
く
話
さ
れ
る
先
生
に
笑
い
の
絶
え
な
い
セ
ミ

ナ
ー
と
な
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は
相
づ
ち
、
う
な
づ
き
、

く
り
か
え
し
が
い
か
に
必
要
で
、
聞
き
手
が
大
き
な
役
割
を
持
っ
て

い
る
こ
と
を
体
験
し
ま
し
た
。
す
ぐ
に
役
立
つ
ヒ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
あ
り
参
加
者
か
ら
は
大
変
好
評
で
し
た
。

交
流
会
で
は
机
の
配
置
換
え
や
料
理
の
準
備
に
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
い
ま
し
た
が
、
全
て
大
学
の
関
係

者
で
で
き
た
こ
と
は
よ
か
っ
た
で
す
。（
小
川
）

10
2019年

月

■
北
海
道
支
部
同
窓
会　
第
13
回
ノ
ー
ス
・
カ
オ
ス
展
２
０
１
９

　

日
時
：
11
月
12
日
（
火
）〜
17
日
（
日
）

　

会
場
：
大
丸
藤
井
セ
ン
ト
ラ
ル
㈱　
７
Ｆ
ス
カ
イ
ホ
ー
ル

　

講
師
：
奥
田
輝
芳
教
授
（
通
信
教
育
部　
美
術
科
）

　

◎
今
年
は
５
８
０
名
の
方
に
ご
来
場
頂
き
、
今
回
も
多
方
面
で
活
躍
し

な
が
ら
造
形
芸
術
を
創
造
し
継
続
し
て
い
る
21
名
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自

の
気
風
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
た
30
作
品
を
展
示
頂
き
ま
し
た
。
奥

田
先
生
に
は
「
現
代
絵
画
の
始
ま
り
」
を
テ
ー
マ
に
ご
講
演
頂
き
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
で
は
、
各
ジ
ャ
ン
ル
か
ら
形
・
色
・
技
法
な
ど

に
つ
い
て
熱
い
ト
ー
ク
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
懇
親
会
で
は
23
名
の
幅

広
い
年
齢
層
が
集
い
、
と
て
も
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。

（
小
川
）

年号も令和に変わり新しい時代にと思った矢先に、新型コロナウィルスが現れるとは誰が予測したでしょうか。瓜生山同窓会も自己防
衛のため、この蒼天に関してもZOOMでの打ち合わせにしたりといろいろと新しい形で進めております。今回の蒼天は総会の資料に
するというかなり変則なものとなっております。次号から元に戻せたらいいなと思っています。皆様もステイホームでこの局面を切り
抜けて、どこかの事業でお会いできることを楽しみにしております。（小川）

編集
後記

■﹇
分
科
会
﹈
２
０
１
９
年
度　
歴
史
遺
産
学
科
同
窓
会

　
記
念
講
演
（
岡
田
文
男
先
生
に
よ
る
講
義
と
立
食
懇
親
会
）

　

日
時
：
11
月
16
日
（
土
）

　

会
場
：
京
都
造
形
芸
術
大
学
内　
Ｊ
41
、
人
間
館
１
階
ブ
レ
ス
カ
フ
ェ
内

　

講
師
：
岡
田
文
男
教
授
（
歴
史
遺
産
学
科
）

　

◎
歴
史
遺
産
学
科
（
旧
文
化
財
科
学
コ
ー
ス
）
創
設
の
頃
か
ら
教
鞭
を

と
っ
て
き
た
岡
田
文
男
先
生
を
講
師
に
招
き
、
在
学
中
の
歴
史
遺
産

学
科
学
生
と
卒
業
生
を
対
象
と
し
た
講
演
会
と
、
大
学
内
の
会
場

に
て
岡
田
先
生
を
囲
ん
で
の
立
食
形
式
に
よ
る
懇
親
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
在
学
生
と
文
化
財
等
の
専
門
職
に
就
い
て
い
る
卒
業
生
と
の

交
流
を
は
か
る
趣
向
と
し
て
、
現
在
の
仕
事
等
の
状
況
に
つ
い
て
自

己
紹
介
し
あ
い
立
食
形
式
で
交
流
を
行
い
ま
し
た
。（
小
川
）

卒
展
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー

日
程
：
２
月
16
日
（
日
）

会
場
：
京
都
造
形
芸
術
大
学　
学
生
食
堂

　

学
生
生
活
の
集
大
成
で
あ
る
大
学
卒
業
展
・
大
学
院
修
了
展
が
今
年
度

も
無
事
終
了
し
、
学
生
食
堂
に
て
肩
の
荷
が
下
り
た
生
徒
が
気
兼
ね
な
く

楽
し
め
る
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

尾
池
学
長
か
ら
ご
挨
拶
を
賜
り
各
学
科
の
先
生
方
も
参
加
さ
れ
、
各
々

が
食
事
を
片
手
に
卒
展
や
こ
れ
ま
で
の
学
生
生
活
に
つ
い
て
話
に
花
を
咲

か
せ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
時
間
と
お
酒
が
進
ん
で
ゆ
き
、
同
窓
会
役
員
が

春
か
ら
の
新
生
活
に
つ
い
て
聞
く
と
楽
し
み
と
不
安
で
い
っ
ぱ
い
の
未
来

を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。（
中
井
）

2
2020年

月

　2020年4月より京都造形芸術大学は校名変更し「京都芸術大学」となりました。同窓生の皆さまも
メディア等を通してご存じであるように、校名変更には沢山の意見が出ています。特に京都市立芸
術大学との名称の類似に至っては裁判にまで発展し現在も裁判中であります。

　瓜生山同窓会は名称変更に関してどのように考えているのか明確にしておきたいと思います。
「瓜生山同窓会」の名称の始まりは、京都芸術短期大学の同窓会と京都造形芸術大学の同窓会が合
併する際に産まれた名称です。我々同窓生はそれぞれの学校の卒業生であり、また共通の学校法人
瓜生山学園の卒業生であることが会員資格とすることを前提としていますので、発足時から大学の
名称を外した「瓜生山同窓会」として運営してきました。

　今回の大学の名称が変更されること、また今後も変更が続くことがあったとしても、我々同窓会
の活動の妨げになるものではないとし、粛々と校名変更に対応するという結論に至りました。しか
しながら校名変更により卒業証明書等は京都芸術大学（旧京都造形芸術大学）との表記になります
が京都芸術短期大学の場合は校名変更ではありませんでしたので、今も卒業証明書等の名称は当時の
ままです。

　混乱無きよう宜しくお願いします。
　　瓜生山同窓会　会長　冨家裕久

２
０
１
９
年
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の
報
告

日
程
：
９
月
15
日
（
日
）
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

　

大
学
春
秋
座
や
七
月
に
竣
工
し
た
ば
か
り
の
新
・
望
天
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
出
囃
子
と
共
に
月
亭
遊
方
さ
ん
が
登
場
し
「
皆
さ
ま
京
都
造
形

芸
術
大
学
へ
お
か
え
り
な
さ
い
ま
せ
〜
」
と
式
典
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

本
間
副
学
長
の
式
辞
、
冨
家
同
窓
会
会
長
の
祝
辞
、
徳
山
理
事
長
の
式
辞

が
あ
り
、「
第
11
回
松
陰
芸
術
賞
」
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
懇
親
会

場
に
は
同
窓
生
の
お
店
か
ら
の
出
店
で
食
事
の
提
供
が
あ
り
、
本
年
度
は

京
都
芸
術
短
期
大
学
の
卒
業
生
が
還
暦
を
迎
え
る
年
と
い
う
こ
と
で
、
ド

レ
ス
コ
ー
ド
に
赤
い
も
の
を
着
用
し
て
記
念
撮
影
を
し
て
い
た
だ
く
フ
ォ

ト
ス
ポ
ッ
ト
を
設
営
し
撮
影
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。（
冨
家
）

■
中
部
支
部
同
窓
会
「
浮
世
絵
に
見
る
江
戸
時
代
の
旅
模
様
」

　

日
程
：
２
月
15
日
（
土
）

　

会
場
：
中
山
道
広
重
美
術
館

　

講
師
：
菅
原
真
弓
元
准
教
授
（
芸
術
学
部
）

　

◎
午
前
中
は
１
Ｆ
の
展
示
見
学
と
２
Ｆ
の
重
ね
摺
り
体
験
を
２
チ
ー
ム

に
分
け
て
楽
し
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。
途
中
で
１
Ｆ
と
２
Ｆ
を
入
れ

替
え
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
講
師
も
含
め
全
員
で
料
理
旅
館
い

ち
川
に
て
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
菅
原
先
生
に
は
、
休
憩

20
分
程
度
を
は
さ
み
な
が
ら
３
時
間
に
及
ぶ
講
義
を
し
て
頂
き
ま

し
た
。
た
く
さ
ん
の
レ
ジ
ュ
メ
や
ス
ラ
イ
ド
を
ご
用
意
く
だ
さ
り
、

大
変
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。（
小
川
）

■
九
州
支
部
同
窓
会　
夜
光
貝
で
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
作
ろ
う
！

　

日
程
：
11
月
２
日
（
土
） 　

 

　

会
場
：
ア
ク
ロ
ス
福
岡

　

講
師
：
岡
田
文
男
教
授
（
歴
史
遺
産
学
科
） 

　

◎
第
一
部
は
歴
史
遺
産
学
科
の
岡
田
先
生
を
お
迎
え
し
、
螺
鈿
細
工
の

原
料
で
あ
る
夜
光
貝
を
用
い
て
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
制
作
し
ま
し
た
。
岡

田
先
生
か
ら
正
倉
院
の
宝
物
に
あ
る
螺
鈿
細
工
の
精
密
さ
や
加
工
が

難
し
い
事
な
ど
歴
史
的
な
レ
ク
チ
ャ
ー
も
受
け
、
夢
中
に
な
り
な
が

ら
制
作
し
ま
し
た
。
休
憩
し
つ
つ
和
や
か
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

催
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。第
二
部
は
会
場
を
移
し
懇
親
会
を
開
催
。

岡
田
先
生
を
囲
み
楽
し
か
っ
た
制
作
の
感
想
か
ら
、
個
々
の
専
攻
や

近
況
ま
で
会
話
が
弾
み
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。（
小
川
）

11
2019年

月1
2020年

月

■
広
島
支
部
同
窓
会
「
岡
山
の
建
築
と
庭
園
」

　

日
程
：
１
月
18
日
（
土
）〜
19
日
（
日
）

　

会
場
：
後
楽
園
、
岡
山
城
、
奈
義
町
現
代
美
術
館
、
吉
備
中
央
町
庁
舎
、
重
森
三
玲
記
念
館

　

講
師
：
荒
川
朱
美
教
授
（
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
）

　

◎
二
日
間
に
わ
た
る
同
窓
会
で
し
た
。
一
日
目
の

見
学
に
関
し
て
は
、
皆
さ
ん
楽
し
ん
で
過
ご
し

て
い
た
だ
け
た
よ
う
で
し
た
。
お
子
さ
ん
連
れ

の
方
も
、
久
し
ぶ
り
に
子
供
と
外
で
過
ご
し
て

楽
し
か
っ
た
と
言
っ
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。
懇

親
会
で
は
、
花
房
館
長
、
岸
本
館
長
な
ど
の
招

待
客
の
方
々
も
和
気
藹
々
と
参
加
さ
れ
た
同
窓

会
員
と
話
を
さ
れ
て
い
て
有
意
義
な
懇
親
会
で
し
た
。
二
日
目
は
ほ
ぼ
一
日
バ
ス
の
移
動
で
し
た
が
、
奈
義
現

代
美
術
館
、
重
森
三
玲
記
念
館
に
関
し
て
は
、
な
か
な
か
来
れ
な
い
所
な
の
で
良
か
っ
た
感
想
を
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、
荒
川
先
生
の
講
義
も
要
点
を
簡
潔
に
ま
と
め
て
い
た
だ
き
、
こ
の
二
日
間
を
満
足
頂
け
た
と
思
い
ま
す
。

今
回
で
面
白
さ
を
知
っ
た
方
々
が
、
何
か
の
折
に
ま
だ
同
窓
会
に
参
加
し
て
い
な
い
方
を
誘
っ
て
、
参
加
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。（
小
川
）

■﹇
分
科
会
﹈
彫
刻
・
立
体
・
総
合
造
形
分
科
会　
「
Ｕ
．Ｓ
．Ｅ
．
11
」

　

日
時
：
11
月
26
日
（
火
）
〜
12
月
１
日
（
日
）
12
時
〜
19
時
（
最
終
日
18
時
ま
で
）

　

会
場
：
ギ
ャ
ラ
リ
ー
マ
ロ
ニ
エ　

５
階

　

講
師
：
柴
田
純
生
教
授
（
美
術
工
芸
学
科
）・
奥
田
輝
芳
教
授
（
通
信
教
育
部　
美
術
科
）

　

◎
大
学
彫
刻
Ｏ
Ｂ
、
短
大
立
体
Ｏ
Ｂ
、
総
合
造
形
研
究
室
に
よ
る
活
動

支
援
と
相
互
の 

交
流
の
場
と
し
て
立
体
小
作
品
と
平
面
に
よ
る
合

同
作
品
展
に
て
23
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
期
間
中
２
０
０
人
を
超
え

る
方
に
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
展
覧
会
期
間
中
11
月
30
日
（
土
）

で
は
会
場
に
て
懇
親
会
（
無
料
）
を
開
催
し
、
柴
田
純
生
教
授
に
よ

る
講
評
会
＆
講
演
会
に
お
い
て
出
品
者
や
一
般
お
よ
び
関
係
者
が
10

〜
30
名
程
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
サ
プ
ラ
イ
ズ
ゲ
ス
ト
奥
田

輝
芳
教
授
に
よ
る
講
評
会
も
盛
り
上
が
り
、
参
加
者
も
参
加
し
た

講
評
会
と
な
り
ま
し
た
。（
小
川
）

臨
時
総
会
／
総
会
／
連
動
企
画

「
日
本
の
歴
史
が
体
感
で
き
る
!? 

　
　
　

 

伏
見
稲
荷
大
社
を
知
り
尽
く
そ
う
！
」

日
程
：
７
月
28
日
（
日
）

会
場
：
伏
見
稲
荷
大
社

　

ま
ず
、
瓜
生
山
同
窓
会
と
し
て
本
殿
に
て
ご
祈
祷
を
頂
い
て
か
ら
、
伏

見
稲
荷
大
社
社
務
所
を
お
借
り
し
て
総
会
を
行
い
ま
し
た
。
す
べ
て
の
議

題
を
ご
承
認
頂
い
た
あ
と
、
伏
見
稲
荷
内
を
見
学
、
さ
ら
に
普
段
非
公
開

の
重
要
文
化
財
の
お
茶
屋
も
見
学
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

そ
の
ま
ま
、
五
条
木
屋
町
の
料
理
旅
館
鶴
清
で
汗
を
流
し
、
鴨
川
の
床

で
涼
み
な
が
ら
京
料
理
を
頂
き
ま
し
た
。
い
つ
も
と
は
違
う
屋
外
で
の
会

席
で
と
て
も
和
気
藹
々
と
し
た
交
流
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。（
小
川
）

瓜
生
山
同
窓
会
中
間
報
告
会
・
連
動
企
画

日
程
：
１
月
26
日
（
日
）

会
場
：
京
都
造
形
芸
術
大
学

　
　
　
大
阪
・
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス　
５
０
２
号
教
室

　

大
阪
富
国
生
命
ビ
ル
５
階
に
あ
る
大
阪

藝
術
学
舎
を
会
場
に
、
第
１
部
と
し
て
中

間
報
告
会
を
開
催
。
第
２
部
で
は
東
京
支

部
事
業
で
好
評
を
博
し
た
、
本
間
正
人
副

学
長
の「
す
ぐ
に
役
立
つ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
術
」
セ
ミ
ナ
ー
を
行
い
ま
し
た
。笑
い
に

溢
れ
る
参
加
型
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
、仕
事

の
課
題
や
子
育
て
の
悩
み
を
解
決
す
る
ヒ

ン
ト
を
伝
授
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
渡
部
）

２
０
２
０
年
度
：
役
員
紹
介

【
役
員
】

会　

長
：
冨
家 

裕
久
（
大
学
：
環
境
デ
ザ
イ
ン
１
９
９
５
年
度
卒
）

副
会
長
：
渡
部 

隆
志
（
短
大
：
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
１
９
８
７
年
度
卒
）

副
会
長
：
小
川 

文
齋
（
大
学
：
彫
刻
１
９
９
６
年
度
卒
）

会　

計
：
北
川 

真
理
子
（
大
学
：
文
化
財
科
学
１
９
９
９
年
度
卒
）

書　

記
：
高
橋 

保
世
（
大
学
：
現
代
美
術･

写
真
２
０
１
７
年
度
卒
）

庶　

務
：
菱
田 

太
郎
（
大
学
：
彫
刻
１
９
９
５
年
度
卒
）

庶　

務
：
北
村 

奈
世
（
大
学
：
染
織
２
０
０
１
年
度
卒
）

庶　

務
：
岸
田 

あ
ゆ
ち
（
短
大
：
立
体
１
９
９
０
年
度
卒
）

庶　

務
：
中
井 

芙
美
（
大
学
：
環
境
デ
ザ
イ
ン
２
０
１
２
年
度
卒
）

顧　

問
：
目
良 

義
夫
（
短
大
：
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
１
９
８
６
年
度
卒
）

顧　

問
：
早
野 

素
子
（
大
学
：
彫
刻
１
９
９
４
年
度
卒
）

監　

査
：
森 

梨
絵
（
大
学
：
こ
ど
も
芸
術
学
科
２
０
１
０
年
度
卒
）

〈
幹
事
〉

山
本 

慶
太
（
大
学
：
芸
術
学
１
９
９
７
年
度
卒
）

吉
村 

龍
二
（
短
大
：
美
学
美
術
史
１
９
８
９
年
度
卒
）

北
川 

真
理
子
（
大
学
：
文
化
財
科
学
１
９
９
９
年
度
卒
）

奥
村 

直
美
（
大
学
：
映
像
芸
術
２
０
０
２
年
度
卒
）

池
田 

亜
耶
子
（
短
大
：
映
像
１
９
９
７
年
度
卒
）

枡
谷 

雄
一
郎
（
大
学
：
映
像
・
舞
台
芸
術
学
科
２
０
０
３
年
度
卒
）

後
藤 

吉
晃
（
大
学
：
日
本
画
２
０
０
５
年
度
卒
）

内
藤 

邦
博
（
大
学
通
信
：
陶
芸
２
０
０
６
年
度
卒
）

岡
林 

真
由
子
（
大
学
：
洋
画
２
０
０
５
年
度
卒
）

山
本 

芳
正
（
短
大
：
洋
画
１
９
８
０
年
度
卒
）

塚
本 

敬
次
（
大
学
：
彫
刻
１
９
９
７
年
度
卒
）

岸
田 

あ
ゆ
ち
（
短
大
：
立
体
１
９
９
０
年
度
卒
）

田
中 

良
昭
（
短
大
：
陶
芸
１
９
７
８
年
度
卒
）

西
木 

宏
和
（
大
学
通
信
：
陶
芸
２
０
０
１
年
度
卒
）

志
村 

徹
也
（
短
大
：
染
織
１
９
９
０
年
度
卒
）

北
村 

奈
世
（
大
学
：
染
織
２
０
０
１
年
度
卒
）

バ
ロ
ン 

利
名
（
短
大
：
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
１
９
９
１
年
度
卒
）

野
口 

学
（
大
学
：
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
２
０
０
２
年
度
卒
）

遠
藤 

伸
也
（
大
学
：
空
間
デ
ザ
イ
ン
２
０
０
２
年
度
卒
）

山
田 

麗
音
（
大
学
：
情
報
デ
ザ
イ
ン
２
０
０
８
年
度
卒
）

渡
部 

隆
志
（
短
大
：
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
１
９
８
７
年
度
卒
）

杉
本 

尚
也
（
大
学
：
環
境
デ
ザ
イ
ン
１
９
９
７
年
度
卒
）

木
村 

行
伸
（
短
大
：
イ
ン
テ
リ
ア
２
０
０
０
年
度
卒
）

片
石 

高
幸
（
短
大
：
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
１
９
８
１
年
度
卒
）

森 

梨
絵
（
短
大
：
日
本
画
１
９
９
０
年
度
卒
）

柳
原 

樹
（
大
学
：
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
２
０
１
４
年
度
卒
）

〈
支
部
〉

【
北
海
道
】

支
部
長
：
中
田 

登
（
大
学
通
信
：
洋
画
２
０
０
４
年
度
卒
）

副
支
部
長
：
五
十
嵐 

伸
幸
（
大
学
通
信
：
陶
芸
２
０
０
５
年
度
卒
）

　
　
　
　
　

佐
藤 

き
わ
子
（
大
学
通
信
：
染
織
２
０
０
５
年
度
卒
）

【
美
唄
（
北
海
道
）】

支
部
長
：
五
十
嵐 

伸
幸
（
大
学
通
信
：
陶
芸
２
０
０
５
年
度
卒
）

　
　
　
　
　

大
井 

恵
子
（
大
学
通
信
：
陶
芸
２
０
０
２
年
度
卒
）

　
　
　
　
　

佐
藤 

き
わ
子
（
大
学
通
信
：
染
織
２
０
０
５
年
度
卒
）

　
　
　
　
　

田
中 

野
穂
（
大
学
：
陶
芸
２
０
０
９
年
度
卒
）

【
東
京
】

支
部
長
：
矢
渡 

由
香
（
短
大
：
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
１
９
９
４
年
度
卒
）

　
　
　
　
　

長
谷
川 

雅
啓
（
大
学
：
文
化
財
科
学
１
９
９
８
年
度
卒
）

　
　
　
　
　

花
本 

紫
乃
（
短
大
：
日
本
画
１
９
９
４
年
度
卒
）

　
　
　
　
　

早
野 

由
希
（
短
大
：
洋
画
１
９
９
４
年
度
卒
）

【
長
野
】

支
部
長
：
塚
原 

延
夫
（
大
学
通
信
：
芸
術
学
２
０
０
４
年
度
卒
）

【
中
部
】

支
部
長
：
宮
崎 

敦
子 （
大
学
通
信
：

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
デ
ザ
イ
ン
２
０
０
３
年
度
卒
）

　
　
　
　
　

大
谷 

瑞
穂
（
大
学
：
日
本
画
１
９
９
９
年
度
卒
）

【
兵
庫
】

支
部
長
：
小
川 

陽
平
（
大
学
：

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
学
院 

環
境
デ
ザ
イ
ン 

２
０
０
６
年
度
卒
）

副
支
部
長
：
砂
原 

勇
紀
（
大
学
：
環
境
デ
ザ
イ
ン 

２
０
０
６
年
度
卒
）

会　
　

計
：
矢
橋 

奈
美
（
大
学
：
美
術
工
芸 

２
０
０
６
年
度
）

　
　
　
　
　

砂
原 

明
子
（
大
学
：
美
術
工
芸 

２
０
０
６
年
度
卒
）

　
　
　
　
　

松
本 

圭
介
（
大
学
：
環
境
デ
ザ
イ
ン 

２
０
０
５
年
度
卒
）

　
　
　
　
　

東
郷 

剛
宗
（
大
学
：
環
境
デ
ザ
イ
ン 

２
０
１
０
年
度
卒
）

【
香
川
】

支
部
長
：
清
水 

晃
（
短
大
：
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
１
９
７
９
年
度
卒
）

【
岡
山
】

支
部
長
：
仁
城 

亮
彦
（
大
学
：
情
報
デ
ザ
イ
ン
１
９
９
４
年
度
卒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
学
通
信
：
芸
術
学
２
０
０
８
年
度
卒
）

【
広
島
】

支
部
長
：
河
本 

茂
（
短
大
：
建
築
デ
ザ
イ
ン
１
９
９
０
年
度
卒
）

副
支
部
長
：
木
村 

理
恵
（
短
大
：
洋
画
２
０
０
０
年
度
卒
）

【
九
州
】

支
部
長
：
菅
村 

麻
衣
子
（
大
学
：
芸
術
学
１
９
９
４
年
度
卒
）

■
京
造
ね
ぶ
た　
学
生
支
援
事
業

　

日
程
：
9
月
3
日
（
日
）

　

◎
日
差
し
も
気
温
も
ま
だ
ま
だ
油
断
で
き
な
い
暑
さ
を
見
せ
る
中
、
全

一
回
生
で
行
わ
れ
る
授
業
・
マ
ン
デ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
半
年
の
集

大
成
で
あ
る
「
ね
ぶ
た
制
作
」
の
期
間
に
同
窓
会
学
生
支
援
事
業
と

し
て
役
員
の
高
橋
保
世
と
サ
ポ
ー
タ
ー
の
原
和
生
・
中
井
芙
美
の
三

名
で
全
23
ク
ラ
ス
へ
飲
み
物
と
お
菓
子
を
差
し
入
れ
し
ま
し
た
。
連

日
の
制
作
で
疲
れ
が
見
え
る
学
生
た
ち
で
す
が
、
元
気
な
声
で
差
し

入
れ
を
受
け
取
り
、
気
合
を
入
れ
な
お
す
と
再
び
作
業
へ
戻
っ
て
い

き
ま
し
た
。（
中
井
）

9
2019年

月

２
０
２
０
年
度　

瓜
生
山
同
窓
会

通
常
総
会　

議
事
一
覧

 

採
決
期
限
：
２
０
２
０
年
７
月
27
日
（
月
）

 

○
第
一
号
議
案　

２
０
１
９
年
度　

事
業
報
告
に
関
す
る
件

 

○
第
二
号
議
案　

２
０
１
９
年
度　

決
算
報
告
に
関
す
る
件

 

○
第
三
号
議
案　

２
０
２
０
年
度　

事
業
計
画
に
関
す
る
件

 

○
第
四
号
議
案　

２
０
２
０
年
度　

事
業
予
算
に
関
す
る
件

　

ご
質
問
は
２
０
２
０
年
７
月
20
日（
月
）ま
で
に
同
封
の
専
用
の
質
問
書
か
ら

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
に
て
し
て
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

蒼
天
に
同
封
の
お
葉
書
に
て
、
各
議
案
に
関
し
て
賛
否
を
ご
返
答
頂
き
ま
す

よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

 

返
信
期
限
：
７
月
27
日
（
月
）
必
着

 
 

は
が
き
は
料
金
受
取
人
払
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

何
も
記
載
な
し
で
返
信
さ
れ
た
は
が
き
は
承
認
と
読
み
返
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

２
０
２
０
年
度　

事
業
計
画

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ

Ｄ- 

19
）の
流
行
に
よ
る
影
響
で
、
７
月
末
日

ま
で
本
部
及
び
支
部
の
活
動
を
中
止
し
て
お

り
ま
す
。
本
来
な
ら
今
年
度
の
本
部
及
び
支

部
の
事
業
計
画
の
詳
細
が
総
会
で
諮
ら
れ
ま
す

が
、現
時
点
で
は
承
認
を
求
め
る
べ
き
事
業
の

大
部
分
の
詳
細
が
決
ま
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
本
部
事
業
で
は
Ｏ
Ｂ
・Ｏ

Ｇ
展
援
助
制
度
、
学
生
支
援
の
「
朝
食
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
等
は
例
年
通
り
執
行
し
、
社
会

状
況
次
第
で
は
即
時
活
動
を
再
開
し
、
例
年

開
催
し
て
る
支
部
事
業
の
活
動
予
算
は
例
年

規
模
で
確
保
し
て
お
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

再
開
の
際
は
、
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
各

支
部
か
ら
の
案
内
を
お
待
ち
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
今
年
度
は
学
生
に
も
多
大
な
影
響
が

あ
り
学
内
へ
の
入
構
に
も
制
限
が
あ
り
ま
し

た
。
制
限
解
除
後
の
安
全
確
保
の
一
環
と
し

て
学
生
支
援
特
別
予
算
と
し
て
手
指
消
毒
液

携
行
ス
プ
レ
ー
ボ
ト
ル
の
配
布
の
用
途
で
大

学
へ
寄
付
金
を
予
算
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

第
三
号
議
案
は
こ
の
方
針
を
ご
承
認
頂
き

た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

大
学
名
称
変
更
に
関
す
る

　
　
同
窓
会
の
ス
タ
ン
ス

Volum
e
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　はじめに、新型コロナウイルス感染症（Ｃ

ＯＶＩＤ-19）に罹患された皆様、および関係

者の皆様に心よりお見舞い申し上げます。

　瓜生山同窓会 会長 冨家です。２０１９年末から

始まった、新型コロナウイルス感染症（ＣＯＶＩＤ-19）の流行による

影響は今年度の７月に至ってもなお社会的影響が大きく。同窓会の活動にも

支障をきたしています。経済活動の再開の流れは感じていますが、同窓会として今まで

行ってきました事業については、より安全面を重視する判断をしまして本部役員及び支部

役員の皆さまには事業の準備の段階からの期間をも活動中止とさせていただきました。大

学側の事業展開にも影響があり、ホームカミングデーの開催も今年度は見送ることになり

ました。

　しかしながら、我々の創作活動は止めるわけにはいかないと考えます。今年度後半に事

態の改善がみられた場合に即事業の再開が出来るように例年通りの予算を計上することに

しました。総会に関しましては残念ながら直接集まることを避け、今年度は例外的に書面

による採決をいたします。なにとぞ、ご理解ご協力のほどよろしくお願いいたします

　この度の禍に負けず、我々同窓生の創作活動の更なる発展が叶うことを願っております。

２０２０年度

ご挨拶 会長
　

冨家裕久

《ＫＯＭＡＩＮＵ|Ｇｕａｒｄｉａｎ Ｂｅａｓｔｓ|》

制作年：２０１９年

素　材：ステンレススチール、ＦＲＰ　他

制　作：ヤノベケンジ 　　　　京都芸術大学ウルトラファクトリー 　　　　制作学生メンバー 　　　　稲垣弥々、岩淵二千乃、大野裕和、鈴木天音、 　　　　鈴木せつか、住谷桃、辻紗弥香、藤田みのり、 　　　　柳生梨音、吉本早耶香

　
本
作
品
は
、
現
在
の
地
球
環
境
の
悪
化
、
人
類
の
分
断
や
対
立
、

国
際
紛
争
な
ど
か
ら
世
界
を
守
る
た
め
の
守
護
獣
と
し
て
、
彫
刻

家
ヤ
ノ
ベ
ケ
ン
ジ
が
京
都
芸
術
大
学
の
学
生
10
名
と
共
に
、
比
叡

山
延
暦
寺
の
『
に
な
い
堂
』
に
奉
納
展
示
す
る
た
め
に
制
作
し
た
。

　
狛
犬
は
、
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
か
ら
中
国
や
朝
鮮
半
島
を
経
て
日

本
に
伝
播
し
、
も
と
も
と
仏
や
神
を
守
る
獅
子
と
し
て
表
さ
れ
て

き
た
。
日
本
に
お
い
て
、
向
か
っ
て
右
側
に
口
を
開
け
た
獅
子
、

左
側
に
角
が
あ
り
口
を
閉
じ
た
狛
犬
が
向
い
合
せ
に
置
か
れ
、『
阿

吽
』
が
対
と
な
っ
た
。
平
安
時
代
、
宮
中
の
清
涼
殿
に
魔
除
け
と

し
て
置
か
れ
た
の
が
は
じ
ま
り
の
一
つ
と
さ
れ
る
。

　
本
作
品
は
、
平
安
神
宮
の
大
鳥
居
の
前
に
設
置
す
る
狛
犬
と
し

て
構
想
さ
れ
、
鎮
護
国
家
の
道
場
で
あ
り
、『
日
本
仏
教
の
母
山
』

と
称
さ
れ
る
比
叡
山
延
暦
寺
に
奉
納
展
示
さ
れ
た
。
今
回
、
創
造

す
る
喜
び
を
見
つ
め
、
相
次
ぐ
風
水
害
、
世
界
的
な
疫
病
の
蔓
延

か
ら
人
々
を
守
る
願
い
を
込
め
、『
蕎
術
立
国
』
を
目
指
す
本
学

前
に
改
め
て
展
示
す
る
。

比
叡
山
延
暦
寺
よ
り
今
降
り
立
つ
守
護
獣
た
ち

表
紙
の
作
品
に
つ
い
て

　はじめに、新型コロナウイルス感染症（Ｃ

ＯＶＩＤ-19）に罹患された皆様、および関係

者の皆様に心よりお見舞い申し上げます。

　瓜生山同窓会 会長 冨家です。２０１９年末から

始まった、新型コロナウイルス感染症（ＣＯＶＩＤ-19）の流行による

影響は今年度の７月に至ってもなお社会的影響が大きく。同窓会の活動にも

支障をきたしています。経済活動の再開の流れは感じていますが、同窓会として今まで

行ってきました事業については、より安全面を重視する判断をしまして本部役員及び支部

役員の皆さまには事業の準備の段階からの期間をも活動中止とさせていただきました。大

学側の事業展開にも影響があり、ホームカミングデーの開催も今年度は見送ることになり

ました。

　しかしながら、我々の創作活動は止めるわけにはいかないと考えます。今年度後半に事

態の改善がみられた場合に即事業の再開が出来るように例年通りの予算を計上することに

しました。総会に関しましては残念ながら直接集まることを避け、今年度は例外的に書面

による採決をいたします。なにとぞ、ご理解ご協力のほどよろしくお願いいたします

　この度の禍に負けず、我々同窓生の創作活動の更なる発展が叶うことを願っております。

２０２０年度

ご挨拶 会長
　

冨家裕久

《ＫＯＭＡＩＮＵ|Ｇｕａｒｄｉａｎ Ｂｅａｓｔｓ|》

制作年：２０１９年

素　材：ステンレススチール、ＦＲＰ　他

制　作：ヤノベケンジ 　　　　京都芸術大学ウルトラファクトリー 　　　　制作学生メンバー 　　　　稲垣弥々、岩淵二千乃、大野裕和、鈴木天音、 　　　　鈴木せつか、住谷桃、辻紗弥香、藤田みのり、 　　　　柳生梨音、吉本早耶香



二
〇
一
九
年
度
（
令
和
元
年
度
）

瓜
生
山
同
窓
会
：
事
業
報
告

〔
基
〕＝
基
本
事
業

〔
本
〕＝
本
部
事
業

〔
分
〕＝
分
科
会
事
業

２
０
１
９
年
（
平
成
31
年
・
令
和
元
年
）　……

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

4
月
13
日
〔
本
〕 

第
一
回
役
員
会

4
月
18
日
〔
支
〕 

東
京
支
部
会
議

4
月
20
日
〔
支
〕 

美
唄
支
部
会
議

5
月
17
日
〔
本
〕 

第
二
回
役
員
会

6
月 

〔
基
〕 

会
報
『
蒼
天
』
発
行

6
月
22
日
〔
支
〕 

美
唄
支
部
同
窓
会
開
催

6
月
27
日
〔
支
〕 

九
州
支
部
会
議

6
月
30
日
〔
支
〕 

美
唄
支
部
会
議

7
月
11
日
〔
本
〕 

第
三
回
役
員
会

7
月
13
日
〔
特
〕 

望
天
館
竣
工
式

7
月
28
日
〔
本
〕 

瓜
生
山
同
窓
会
総
会
／
連
動
企
画

8
月
5
日
〔
支
〕 

兵
庫
支
部
会
議

8
月
6
日
〔
支
〕 

広
島
支
部
会
議

8
月
8
日
〔
支
〕 

東
京
支
部
会
議

8
月
26
日
〔
特
〕 

瓜
生
山
Ｈ
Ｃ
Ｄ
打
合
せ

 

〔
本
〕 

第
四
回
役
員
会

9
月
9
日
〔
本
〕 

第
五
回
役
員
会

9
月
11
日
〔
特
〕 

京
造
ね
ぶ
た
表
彰
式

9
月
15
日
〔
特
〕 

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

9
月
22
日
〜
23
日
〔
支
〕
広
島
支
部
事
業
現
地
調
査

9
月
25
日
〔
支
〕 

九
州
支
部
会
議

10
月
6
日
〔
支
〕 

東
京
支
部
同
窓
会
開
催

10
月
7
日
〔
本
〕 

第
六
回
役
員
会

10
月
29
日
〔
支
〕 

北
海
道
支
部
会
議

11
月
2
日
〔
支
〕 

九
州
支
部
同
窓
会
開
催

11
月
2
日
〔
分
〕 

歴
史
遺
産
学
科
分
科
会

11
月
16
日
〔
分
〕 

歴
史
遺
産
学
科
同
窓
会

11
月
12
日
〜
17
日
〔
支
〕
北
海
道
支
部
同
窓
会
開
催

11
月
26
日
〜
12
月
1
日
〔
分
〕
彫
刻
・
立
体
・

 
 

総
合
造
形
分
科
会
「U

.S.E.11

」

11
月
27
日
〔
本
〕 

第
七
回
役
員
会

12
月
7
日
〔
支
〕 

中
部
支
部
事
業
現
地
調
査

２
０
２
０
年
（
令
和
2
年
）　…

…
…
…

1
月
18
日
〜
19
日
〔
支
〕
広
島
支
部
同
窓
会
開
催

1
月
19
日
〔
支
〕 

美
唄
支
部
会
議

1
月
22
日
〔
本
〕 

第
八
回
役
員
会

1
月
26
日
〔
本
〕 

中
間
報
告
会

2
月
15
日
〔
支
〕 

中
部
支
部
同
窓
会
開
催

2
月
16
日
〔
基
〕 

卒
業
制
作
展
支
援

2
月
22
日
〔
支
〕 

東
京
支
部
会
議

3
月
4
日
〔
本
〕 

第
九
回
役
員
会

3
月
21
日
〔
支
〕 

広
島
・
九
州
支
部
合
同
会
議

3
月
21
日
〔
基
〕 

２
０
１
９
年
度
中
間
監
査

3
月
31
日
〔
基
〕 

２
０
１
９
年
度
決
算

〔
特
〕＝
特
別
事
業

〔
支
〕＝
支
部
事
業

■
美
唄
支
部
同
窓
会

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
『
極
小
極
面
構
造
に
よ
る
造
形
の
美
〜
針
金
と
樹
脂
で
作
る
小
宇
宙
』

　

日
時
：
６
月
22
日
（
土
）

　

会
場
：
安
田
侃
彫
刻
美
術
館　
ア
ル
テ
ピ
ア
ッ
ツ
ァ
美
唄
内　
体
験
工
房

　

講
師
：
柴
田
純
生
教
授
（
美
術
工
芸
学
科
）

　

◎
先
生
よ
り
極
小
極
面
構
造
に
つ
い
て
の
解
説
・
針
金
と
樹
脂
で
作
る

立
体
物
の
見
本
を
見
な
が
ら
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
い
た

だ
き
、
そ
の
後
、
制
作
開
始
し
ま
し
た
。
出
来
上
が
り
を
想
像
し
な

が
ら
ス
ケ
ッ
チ
か
ら
入
る
者
も
い
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
針
金
を
曲
げ
た

り
、
回
し
た
り
、
樹
脂
を
つ
け
た
り
、
真
剣
に
楽
し
ん
で
制
作
を
し

て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
個
々
の
出
来
上
が
り
作
品
を
先
生
よ
り
ご

講
評
い
た
だ
き
ま
し
た
。ほ
と
ん
ど
の
皆
さ
ん
が
初
め
て
の
制
作
で
、

大
変
実
り
あ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
な
り
ま
し
た
。（
小
川
）

6
2019年

月

■
東
京
支
部
同
窓
会

　
本
間
正
人
副
学
長　
ス
ペ
シ
ャ
ル
セ
ミ
ナ
ー　
『
す
ぐ
に
役
立
つ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ヒ
ン
ト
』

　

日
程
：
10
月
６
日
（
日
）

　

会
場
：
外
苑
キ
ャ
ン
パ
ス　

２
１
１
号
室

　

講
師
：
本
間
正
人
副
学
長

　

◎
雨
も
降
り
足
元
の
悪
い
中
で
し
た
が
、
多
く
の
方
に
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。
面
白
可
笑
し
く
話
さ
れ
る
先
生
に
笑
い
の
絶
え
な
い
セ
ミ

ナ
ー
と
な
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は
相
づ
ち
、
う
な
づ
き
、

く
り
か
え
し
が
い
か
に
必
要
で
、
聞
き
手
が
大
き
な
役
割
を
持
っ
て

い
る
こ
と
を
体
験
し
ま
し
た
。
す
ぐ
に
役
立
つ
ヒ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
あ
り
参
加
者
か
ら
は
大
変
好
評
で
し
た
。

交
流
会
で
は
机
の
配
置
換
え
や
料
理
の
準
備
に
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
い
ま
し
た
が
、
全
て
大
学
の
関
係

者
で
で
き
た
こ
と
は
よ
か
っ
た
で
す
。（
小
川
）

10
2019年

月

■
北
海
道
支
部
同
窓
会　
第
13
回
ノ
ー
ス
・
カ
オ
ス
展
２
０
１
９

　

日
時
：
11
月
12
日
（
火
）〜
17
日
（
日
）

　

会
場
：
大
丸
藤
井
セ
ン
ト
ラ
ル
㈱　
７
Ｆ
ス
カ
イ
ホ
ー
ル

　

講
師
：
奥
田
輝
芳
教
授
（
通
信
教
育
部　
美
術
科
）

　

◎
今
年
は
５
８
０
名
の
方
に
ご
来
場
頂
き
、
今
回
も
多
方
面
で
活
躍
し

な
が
ら
造
形
芸
術
を
創
造
し
継
続
し
て
い
る
21
名
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自

の
気
風
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
た
30
作
品
を
展
示
頂
き
ま
し
た
。
奥

田
先
生
に
は
「
現
代
絵
画
の
始
ま
り
」
を
テ
ー
マ
に
ご
講
演
頂
き
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
で
は
、
各
ジ
ャ
ン
ル
か
ら
形
・
色
・
技
法
な
ど

に
つ
い
て
熱
い
ト
ー
ク
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
懇
親
会
で
は
23
名
の
幅

広
い
年
齢
層
が
集
い
、
と
て
も
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。

（
小
川
）

年号も令和に変わり新しい時代にと思った矢先に、新型コロナウィルスが現れるとは誰が予測したでしょうか。瓜生山同窓会も自己防
衛のため、この蒼天に関してもZOOMでの打ち合わせにしたりといろいろと新しい形で進めております。今回の蒼天は総会の資料に
するというかなり変則なものとなっております。次号から元に戻せたらいいなと思っています。皆様もステイホームでこの局面を切り
抜けて、どこかの事業でお会いできることを楽しみにしております。（小川）

編集
後記

■﹇
分
科
会
﹈
２
０
１
９
年
度　
歴
史
遺
産
学
科
同
窓
会

　
記
念
講
演
（
岡
田
文
男
先
生
に
よ
る
講
義
と
立
食
懇
親
会
）

　

日
時
：
11
月
16
日
（
土
）

　

会
場
：
京
都
造
形
芸
術
大
学
内　
Ｊ
41
、
人
間
館
１
階
ブ
レ
ス
カ
フ
ェ
内

　

講
師
：
岡
田
文
男
教
授
（
歴
史
遺
産
学
科
）

　

◎
歴
史
遺
産
学
科
（
旧
文
化
財
科
学
コ
ー
ス
）
創
設
の
頃
か
ら
教
鞭
を

と
っ
て
き
た
岡
田
文
男
先
生
を
講
師
に
招
き
、
在
学
中
の
歴
史
遺
産

学
科
学
生
と
卒
業
生
を
対
象
と
し
た
講
演
会
と
、
大
学
内
の
会
場

に
て
岡
田
先
生
を
囲
ん
で
の
立
食
形
式
に
よ
る
懇
親
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
在
学
生
と
文
化
財
等
の
専
門
職
に
就
い
て
い
る
卒
業
生
と
の

交
流
を
は
か
る
趣
向
と
し
て
、
現
在
の
仕
事
等
の
状
況
に
つ
い
て
自

己
紹
介
し
あ
い
立
食
形
式
で
交
流
を
行
い
ま
し
た
。（
小
川
）

卒
展
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー

日
程
：
２
月
16
日
（
日
）

会
場
：
京
都
造
形
芸
術
大
学　
学
生
食
堂

　

学
生
生
活
の
集
大
成
で
あ
る
大
学
卒
業
展
・
大
学
院
修
了
展
が
今
年
度

も
無
事
終
了
し
、
学
生
食
堂
に
て
肩
の
荷
が
下
り
た
生
徒
が
気
兼
ね
な
く

楽
し
め
る
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

尾
池
学
長
か
ら
ご
挨
拶
を
賜
り
各
学
科
の
先
生
方
も
参
加
さ
れ
、
各
々

が
食
事
を
片
手
に
卒
展
や
こ
れ
ま
で
の
学
生
生
活
に
つ
い
て
話
に
花
を
咲

か
せ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
時
間
と
お
酒
が
進
ん
で
ゆ
き
、
同
窓
会
役
員
が

春
か
ら
の
新
生
活
に
つ
い
て
聞
く
と
楽
し
み
と
不
安
で
い
っ
ぱ
い
の
未
来

を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。（
中
井
）

2
2020年

月

　2020年4月より京都造形芸術大学は校名変更し「京都芸術大学」となりました。同窓生の皆さまも
メディア等を通してご存じであるように、校名変更には沢山の意見が出ています。特に京都市立芸
術大学との名称の類似に至っては裁判にまで発展し現在も裁判中であります。

　瓜生山同窓会は名称変更に関してどのように考えているのか明確にしておきたいと思います。
「瓜生山同窓会」の名称の始まりは、京都芸術短期大学の同窓会と京都造形芸術大学の同窓会が合
併する際に産まれた名称です。我々同窓生はそれぞれの学校の卒業生であり、また共通の学校法人
瓜生山学園の卒業生であることが会員資格とすることを前提としていますので、発足時から大学の
名称を外した「瓜生山同窓会」として運営してきました。

　今回の大学の名称が変更されること、また今後も変更が続くことがあったとしても、我々同窓会
の活動の妨げになるものではないとし、粛々と校名変更に対応するという結論に至りました。しか
しながら校名変更により卒業証明書等は京都芸術大学（旧京都造形芸術大学）との表記になります
が京都芸術短期大学の場合は校名変更ではありませんでしたので、今も卒業証明書等の名称は当時の
ままです。

　混乱無きよう宜しくお願いします。
　　瓜生山同窓会　会長　冨家裕久

２
０
１
９
年
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の
報
告

日
程
：
９
月
15
日
（
日
）
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

　

大
学
春
秋
座
や
七
月
に
竣
工
し
た
ば
か
り
の
新
・
望
天
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
出
囃
子
と
共
に
月
亭
遊
方
さ
ん
が
登
場
し
「
皆
さ
ま
京
都
造
形

芸
術
大
学
へ
お
か
え
り
な
さ
い
ま
せ
〜
」
と
式
典
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

本
間
副
学
長
の
式
辞
、
冨
家
同
窓
会
会
長
の
祝
辞
、
徳
山
理
事
長
の
式
辞

が
あ
り
、「
第
11
回
松
陰
芸
術
賞
」
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
懇
親
会

場
に
は
同
窓
生
の
お
店
か
ら
の
出
店
で
食
事
の
提
供
が
あ
り
、
本
年
度
は

京
都
芸
術
短
期
大
学
の
卒
業
生
が
還
暦
を
迎
え
る
年
と
い
う
こ
と
で
、
ド

レ
ス
コ
ー
ド
に
赤
い
も
の
を
着
用
し
て
記
念
撮
影
を
し
て
い
た
だ
く
フ
ォ

ト
ス
ポ
ッ
ト
を
設
営
し
撮
影
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。（
冨
家
）

■
中
部
支
部
同
窓
会
「
浮
世
絵
に
見
る
江
戸
時
代
の
旅
模
様
」

　

日
程
：
２
月
15
日
（
土
）

　

会
場
：
中
山
道
広
重
美
術
館

　

講
師
：
菅
原
真
弓
元
准
教
授
（
芸
術
学
部
）

　

◎
午
前
中
は
１
Ｆ
の
展
示
見
学
と
２
Ｆ
の
重
ね
摺
り
体
験
を
２
チ
ー
ム

に
分
け
て
楽
し
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。
途
中
で
１
Ｆ
と
２
Ｆ
を
入
れ

替
え
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
講
師
も
含
め
全
員
で
料
理
旅
館
い

ち
川
に
て
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
菅
原
先
生
に
は
、
休
憩

20
分
程
度
を
は
さ
み
な
が
ら
３
時
間
に
及
ぶ
講
義
を
し
て
頂
き
ま

し
た
。
た
く
さ
ん
の
レ
ジ
ュ
メ
や
ス
ラ
イ
ド
を
ご
用
意
く
だ
さ
り
、

大
変
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。（
小
川
）

■
九
州
支
部
同
窓
会　
夜
光
貝
で
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
作
ろ
う
！

　

日
程
：
11
月
２
日
（
土
） 　

 

　

会
場
：
ア
ク
ロ
ス
福
岡

　

講
師
：
岡
田
文
男
教
授
（
歴
史
遺
産
学
科
） 

　

◎
第
一
部
は
歴
史
遺
産
学
科
の
岡
田
先
生
を
お
迎
え
し
、
螺
鈿
細
工
の

原
料
で
あ
る
夜
光
貝
を
用
い
て
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
制
作
し
ま
し
た
。
岡

田
先
生
か
ら
正
倉
院
の
宝
物
に
あ
る
螺
鈿
細
工
の
精
密
さ
や
加
工
が

難
し
い
事
な
ど
歴
史
的
な
レ
ク
チ
ャ
ー
も
受
け
、
夢
中
に
な
り
な
が

ら
制
作
し
ま
し
た
。
休
憩
し
つ
つ
和
や
か
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

催
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。第
二
部
は
会
場
を
移
し
懇
親
会
を
開
催
。

岡
田
先
生
を
囲
み
楽
し
か
っ
た
制
作
の
感
想
か
ら
、
個
々
の
専
攻
や

近
況
ま
で
会
話
が
弾
み
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。（
小
川
）

11
2019年

月1
2020年

月

■
広
島
支
部
同
窓
会
「
岡
山
の
建
築
と
庭
園
」

　

日
程
：
１
月
18
日
（
土
）〜
19
日
（
日
）

　

会
場
：
後
楽
園
、
岡
山
城
、
奈
義
町
現
代
美
術
館
、
吉
備
中
央
町
庁
舎
、
重
森
三
玲
記
念
館

　

講
師
：
荒
川
朱
美
教
授
（
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
）

　

◎
二
日
間
に
わ
た
る
同
窓
会
で
し
た
。
一
日
目
の

見
学
に
関
し
て
は
、
皆
さ
ん
楽
し
ん
で
過
ご
し

て
い
た
だ
け
た
よ
う
で
し
た
。
お
子
さ
ん
連
れ

の
方
も
、
久
し
ぶ
り
に
子
供
と
外
で
過
ご
し
て

楽
し
か
っ
た
と
言
っ
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。
懇

親
会
で
は
、
花
房
館
長
、
岸
本
館
長
な
ど
の
招

待
客
の
方
々
も
和
気
藹
々
と
参
加
さ
れ
た
同
窓

会
員
と
話
を
さ
れ
て
い
て
有
意
義
な
懇
親
会
で
し
た
。
二
日
目
は
ほ
ぼ
一
日
バ
ス
の
移
動
で
し
た
が
、
奈
義
現

代
美
術
館
、
重
森
三
玲
記
念
館
に
関
し
て
は
、
な
か
な
か
来
れ
な
い
所
な
の
で
良
か
っ
た
感
想
を
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、
荒
川
先
生
の
講
義
も
要
点
を
簡
潔
に
ま
と
め
て
い
た
だ
き
、
こ
の
二
日
間
を
満
足
頂
け
た
と
思
い
ま
す
。

今
回
で
面
白
さ
を
知
っ
た
方
々
が
、
何
か
の
折
に
ま
だ
同
窓
会
に
参
加
し
て
い
な
い
方
を
誘
っ
て
、
参
加
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。（
小
川
）

■﹇
分
科
会
﹈
彫
刻
・
立
体
・
総
合
造
形
分
科
会　
「
Ｕ
．Ｓ
．Ｅ
．
11
」

　

日
時
：
11
月
26
日
（
火
）
〜
12
月
１
日
（
日
）
12
時
〜
19
時
（
最
終
日
18
時
ま
で
）

　

会
場
：
ギ
ャ
ラ
リ
ー
マ
ロ
ニ
エ　

５
階

　

講
師
：
柴
田
純
生
教
授
（
美
術
工
芸
学
科
）・
奥
田
輝
芳
教
授
（
通
信
教
育
部　
美
術
科
）

　

◎
大
学
彫
刻
Ｏ
Ｂ
、
短
大
立
体
Ｏ
Ｂ
、
総
合
造
形
研
究
室
に
よ
る
活
動

支
援
と
相
互
の 

交
流
の
場
と
し
て
立
体
小
作
品
と
平
面
に
よ
る
合

同
作
品
展
に
て
23
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
期
間
中
２
０
０
人
を
超
え

る
方
に
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
展
覧
会
期
間
中
11
月
30
日
（
土
）

で
は
会
場
に
て
懇
親
会
（
無
料
）
を
開
催
し
、
柴
田
純
生
教
授
に
よ

る
講
評
会
＆
講
演
会
に
お
い
て
出
品
者
や
一
般
お
よ
び
関
係
者
が
10

〜
30
名
程
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
サ
プ
ラ
イ
ズ
ゲ
ス
ト
奥
田

輝
芳
教
授
に
よ
る
講
評
会
も
盛
り
上
が
り
、
参
加
者
も
参
加
し
た

講
評
会
と
な
り
ま
し
た
。（
小
川
）

臨
時
総
会
／
総
会
／
連
動
企
画

「
日
本
の
歴
史
が
体
感
で
き
る
!? 

　
　
　

 

伏
見
稲
荷
大
社
を
知
り
尽
く
そ
う
！
」

日
程
：
７
月
28
日
（
日
）

会
場
：
伏
見
稲
荷
大
社

　

ま
ず
、
瓜
生
山
同
窓
会
と
し
て
本
殿
に
て
ご
祈
祷
を
頂
い
て
か
ら
、
伏

見
稲
荷
大
社
社
務
所
を
お
借
り
し
て
総
会
を
行
い
ま
し
た
。
す
べ
て
の
議

題
を
ご
承
認
頂
い
た
あ
と
、
伏
見
稲
荷
内
を
見
学
、
さ
ら
に
普
段
非
公
開

の
重
要
文
化
財
の
お
茶
屋
も
見
学
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

そ
の
ま
ま
、
五
条
木
屋
町
の
料
理
旅
館
鶴
清
で
汗
を
流
し
、
鴨
川
の
床

で
涼
み
な
が
ら
京
料
理
を
頂
き
ま
し
た
。
い
つ
も
と
は
違
う
屋
外
で
の
会

席
で
と
て
も
和
気
藹
々
と
し
た
交
流
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。（
小
川
）

瓜
生
山
同
窓
会
中
間
報
告
会
・
連
動
企
画

日
程
：
１
月
26
日
（
日
）

会
場
：
京
都
造
形
芸
術
大
学

　
　
　
大
阪
・
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス　
５
０
２
号
教
室

　

大
阪
富
国
生
命
ビ
ル
５
階
に
あ
る
大
阪

藝
術
学
舎
を
会
場
に
、
第
１
部
と
し
て
中

間
報
告
会
を
開
催
。
第
２
部
で
は
東
京
支

部
事
業
で
好
評
を
博
し
た
、
本
間
正
人
副

学
長
の「
す
ぐ
に
役
立
つ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
術
」
セ
ミ
ナ
ー
を
行
い
ま
し
た
。笑
い
に

溢
れ
る
参
加
型
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
、仕
事

の
課
題
や
子
育
て
の
悩
み
を
解
決
す
る
ヒ

ン
ト
を
伝
授
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
渡
部
）

２
０
２
０
年
度
：
役
員
紹
介

【
役
員
】

会　

長
：
冨
家 

裕
久
（
大
学
：
環
境
デ
ザ
イ
ン
１
９
９
５
年
度
卒
）

副
会
長
：
渡
部 

隆
志
（
短
大
：
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
１
９
８
７
年
度
卒
）

副
会
長
：
小
川 

文
齋
（
大
学
：
彫
刻
１
９
９
６
年
度
卒
）

会　

計
：
北
川 

真
理
子
（
大
学
：
文
化
財
科
学
１
９
９
９
年
度
卒
）

書　

記
：
高
橋 

保
世
（
大
学
：
現
代
美
術･

写
真
２
０
１
７
年
度
卒
）

庶　

務
：
菱
田 

太
郎
（
大
学
：
彫
刻
１
９
９
５
年
度
卒
）

庶　

務
：
北
村 

奈
世
（
大
学
：
染
織
２
０
０
１
年
度
卒
）

庶　

務
：
岸
田 

あ
ゆ
ち
（
短
大
：
立
体
１
９
９
０
年
度
卒
）

庶　

務
：
中
井 

芙
美
（
大
学
：
環
境
デ
ザ
イ
ン
２
０
１
２
年
度
卒
）

顧　

問
：
目
良 

義
夫
（
短
大
：
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
１
９
８
６
年
度
卒
）

顧　

問
：
早
野 

素
子
（
大
学
：
彫
刻
１
９
９
４
年
度
卒
）

監　

査
：
森 

梨
絵
（
大
学
：
こ
ど
も
芸
術
学
科
２
０
１
０
年
度
卒
）

〈
幹
事
〉

山
本 

慶
太
（
大
学
：
芸
術
学
１
９
９
７
年
度
卒
）

吉
村 

龍
二
（
短
大
：
美
学
美
術
史
１
９
８
９
年
度
卒
）

北
川 

真
理
子
（
大
学
：
文
化
財
科
学
１
９
９
９
年
度
卒
）

奥
村 

直
美
（
大
学
：
映
像
芸
術
２
０
０
２
年
度
卒
）

池
田 

亜
耶
子
（
短
大
：
映
像
１
９
９
７
年
度
卒
）

枡
谷 

雄
一
郎
（
大
学
：
映
像
・
舞
台
芸
術
学
科
２
０
０
３
年
度
卒
）

後
藤 

吉
晃
（
大
学
：
日
本
画
２
０
０
５
年
度
卒
）

内
藤 

邦
博
（
大
学
通
信
：
陶
芸
２
０
０
６
年
度
卒
）

岡
林 

真
由
子
（
大
学
：
洋
画
２
０
０
５
年
度
卒
）

山
本 

芳
正
（
短
大
：
洋
画
１
９
８
０
年
度
卒
）

塚
本 

敬
次
（
大
学
：
彫
刻
１
９
９
７
年
度
卒
）

岸
田 

あ
ゆ
ち
（
短
大
：
立
体
１
９
９
０
年
度
卒
）

田
中 

良
昭
（
短
大
：
陶
芸
１
９
７
８
年
度
卒
）

西
木 

宏
和
（
大
学
通
信
：
陶
芸
２
０
０
１
年
度
卒
）

志
村 

徹
也
（
短
大
：
染
織
１
９
９
０
年
度
卒
）

北
村 

奈
世
（
大
学
：
染
織
２
０
０
１
年
度
卒
）

バ
ロ
ン 

利
名
（
短
大
：
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
１
９
９
１
年
度
卒
）

野
口 

学
（
大
学
：
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
２
０
０
２
年
度
卒
）

遠
藤 

伸
也
（
大
学
：
空
間
デ
ザ
イ
ン
２
０
０
２
年
度
卒
）

山
田 

麗
音
（
大
学
：
情
報
デ
ザ
イ
ン
２
０
０
８
年
度
卒
）

渡
部 

隆
志
（
短
大
：
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
１
９
８
７
年
度
卒
）

杉
本 

尚
也
（
大
学
：
環
境
デ
ザ
イ
ン
１
９
９
７
年
度
卒
）

木
村 

行
伸
（
短
大
：
イ
ン
テ
リ
ア
２
０
０
０
年
度
卒
）

片
石 

高
幸
（
短
大
：
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
１
９
８
１
年
度
卒
）

森 

梨
絵
（
短
大
：
日
本
画
１
９
９
０
年
度
卒
）

柳
原 

樹
（
大
学
：
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
２
０
１
４
年
度
卒
）

〈
支
部
〉

【
北
海
道
】

支
部
長
：
中
田 

登
（
大
学
通
信
：
洋
画
２
０
０
４
年
度
卒
）

副
支
部
長
：
五
十
嵐 

伸
幸
（
大
学
通
信
：
陶
芸
２
０
０
５
年
度
卒
）

　
　
　
　
　

佐
藤 

き
わ
子
（
大
学
通
信
：
染
織
２
０
０
５
年
度
卒
）

【
美
唄
（
北
海
道
）】

支
部
長
：
五
十
嵐 

伸
幸
（
大
学
通
信
：
陶
芸
２
０
０
５
年
度
卒
）

　
　
　
　
　

大
井 

恵
子
（
大
学
通
信
：
陶
芸
２
０
０
２
年
度
卒
）

　
　
　
　
　

佐
藤 

き
わ
子
（
大
学
通
信
：
染
織
２
０
０
５
年
度
卒
）

　
　
　
　
　

田
中 

野
穂
（
大
学
：
陶
芸
２
０
０
９
年
度
卒
）

【
東
京
】

支
部
長
：
矢
渡 

由
香
（
短
大
：
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
１
９
９
４
年
度
卒
）

　
　
　
　
　

長
谷
川 

雅
啓
（
大
学
：
文
化
財
科
学
１
９
９
８
年
度
卒
）

　
　
　
　
　

花
本 

紫
乃
（
短
大
：
日
本
画
１
９
９
４
年
度
卒
）

　
　
　
　
　

早
野 

由
希
（
短
大
：
洋
画
１
９
９
４
年
度
卒
）

【
長
野
】

支
部
長
：
塚
原 

延
夫
（
大
学
通
信
：
芸
術
学
２
０
０
４
年
度
卒
）

【
中
部
】

支
部
長
：
宮
崎 

敦
子 （
大
学
通
信
：

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
デ
ザ
イ
ン
２
０
０
３
年
度
卒
）

　
　
　
　
　

大
谷 

瑞
穂
（
大
学
：
日
本
画
１
９
９
９
年
度
卒
）

【
兵
庫
】

支
部
長
：
小
川 

陽
平
（
大
学
：

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
学
院 

環
境
デ
ザ
イ
ン 

２
０
０
６
年
度
卒
）

副
支
部
長
：
砂
原 

勇
紀
（
大
学
：
環
境
デ
ザ
イ
ン 

２
０
０
６
年
度
卒
）

会　
　

計
：
矢
橋 

奈
美
（
大
学
：
美
術
工
芸 

２
０
０
６
年
度
）

　
　
　
　
　

砂
原 

明
子
（
大
学
：
美
術
工
芸 

２
０
０
６
年
度
卒
）

　
　
　
　
　

松
本 

圭
介
（
大
学
：
環
境
デ
ザ
イ
ン 

２
０
０
５
年
度
卒
）

　
　
　
　
　

東
郷 

剛
宗
（
大
学
：
環
境
デ
ザ
イ
ン 

２
０
１
０
年
度
卒
）

【
香
川
】

支
部
長
：
清
水 

晃
（
短
大
：
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
１
９
７
９
年
度
卒
）

【
岡
山
】

支
部
長
：
仁
城 

亮
彦
（
大
学
：
情
報
デ
ザ
イ
ン
１
９
９
４
年
度
卒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
学
通
信
：
芸
術
学
２
０
０
８
年
度
卒
）

【
広
島
】

支
部
長
：
河
本 

茂
（
短
大
：
建
築
デ
ザ
イ
ン
１
９
９
０
年
度
卒
）

副
支
部
長
：
木
村 

理
恵
（
短
大
：
洋
画
２
０
０
０
年
度
卒
）

【
九
州
】

支
部
長
：
菅
村 

麻
衣
子
（
大
学
：
芸
術
学
１
９
９
４
年
度
卒
）

■
京
造
ね
ぶ
た　
学
生
支
援
事
業

　

日
程
：
9
月
3
日
（
日
）

　

◎
日
差
し
も
気
温
も
ま
だ
ま
だ
油
断
で
き
な
い
暑
さ
を
見
せ
る
中
、
全

一
回
生
で
行
わ
れ
る
授
業
・
マ
ン
デ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
半
年
の
集

大
成
で
あ
る
「
ね
ぶ
た
制
作
」
の
期
間
に
同
窓
会
学
生
支
援
事
業
と

し
て
役
員
の
高
橋
保
世
と
サ
ポ
ー
タ
ー
の
原
和
生
・
中
井
芙
美
の
三

名
で
全
23
ク
ラ
ス
へ
飲
み
物
と
お
菓
子
を
差
し
入
れ
し
ま
し
た
。
連

日
の
制
作
で
疲
れ
が
見
え
る
学
生
た
ち
で
す
が
、
元
気
な
声
で
差
し

入
れ
を
受
け
取
り
、
気
合
を
入
れ
な
お
す
と
再
び
作
業
へ
戻
っ
て
い

き
ま
し
た
。（
中
井
）

9
2019年

月

２
０
２
０
年
度　

瓜
生
山
同
窓
会

通
常
総
会　

議
事
一
覧

 

採
決
期
限
：
２
０
２
０
年
７
月
27
日
（
月
）

 

○
第
一
号
議
案　

２
０
１
９
年
度　

事
業
報
告
に
関
す
る
件

 

○
第
二
号
議
案　

２
０
１
９
年
度　

決
算
報
告
に
関
す
る
件

 

○
第
三
号
議
案　

２
０
２
０
年
度　

事
業
計
画
に
関
す
る
件

 

○
第
四
号
議
案　

２
０
２
０
年
度　

事
業
予
算
に
関
す
る
件

　

ご
質
問
は
２
０
２
０
年
７
月
20
日（
月
）ま
で
に
同
封
の
専
用
の
質
問
書
か
ら

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
に
て
し
て
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

蒼
天
に
同
封
の
お
葉
書
に
て
、
各
議
案
に
関
し
て
賛
否
を
ご
返
答
頂
き
ま
す

よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

 

返
信
期
限
：
７
月
27
日
（
月
）
必
着

 
 

は
が
き
は
料
金
受
取
人
払
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

何
も
記
載
な
し
で
返
信
さ
れ
た
は
が
き
は
承
認
と
読
み
返
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

２
０
２
０
年
度　

事
業
計
画

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ

Ｄ- 

19
）の
流
行
に
よ
る
影
響
で
、
７
月
末
日

ま
で
本
部
及
び
支
部
の
活
動
を
中
止
し
て
お

り
ま
す
。
本
来
な
ら
今
年
度
の
本
部
及
び
支

部
の
事
業
計
画
の
詳
細
が
総
会
で
諮
ら
れ
ま
す

が
、現
時
点
で
は
承
認
を
求
め
る
べ
き
事
業
の

大
部
分
の
詳
細
が
決
ま
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
本
部
事
業
で
は
Ｏ
Ｂ
・Ｏ

Ｇ
展
援
助
制
度
、
学
生
支
援
の
「
朝
食
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
等
は
例
年
通
り
執
行
し
、
社
会

状
況
次
第
で
は
即
時
活
動
を
再
開
し
、
例
年

開
催
し
て
る
支
部
事
業
の
活
動
予
算
は
例
年

規
模
で
確
保
し
て
お
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

再
開
の
際
は
、
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
各

支
部
か
ら
の
案
内
を
お
待
ち
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
今
年
度
は
学
生
に
も
多
大
な
影
響
が

あ
り
学
内
へ
の
入
構
に
も
制
限
が
あ
り
ま
し

た
。
制
限
解
除
後
の
安
全
確
保
の
一
環
と
し

て
学
生
支
援
特
別
予
算
と
し
て
手
指
消
毒
液

携
行
ス
プ
レ
ー
ボ
ト
ル
の
配
布
の
用
途
で
大

学
へ
寄
付
金
を
予
算
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

第
三
号
議
案
は
こ
の
方
針
を
ご
承
認
頂
き

た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

大
学
名
称
変
更
に
関
す
る

　
　
同
窓
会
の
ス
タ
ン
ス
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　はじめに、新型コロナウイルス感染症（Ｃ

ＯＶＩＤ-19）に罹患された皆様、および関係

者の皆様に心よりお見舞い申し上げます。

　瓜生山同窓会 会長 冨家です。２０１９年末から

始まった、新型コロナウイルス感染症（ＣＯＶＩＤ-19）の流行による

影響は今年度の７月に至ってもなお社会的影響が大きく。同窓会の活動にも

支障をきたしています。経済活動の再開の流れは感じていますが、同窓会として今まで

行ってきました事業については、より安全面を重視する判断をしまして本部役員及び支部

役員の皆さまには事業の準備の段階からの期間をも活動中止とさせていただきました。大

学側の事業展開にも影響があり、ホームカミングデーの開催も今年度は見送ることになり

ました。

　しかしながら、我々の創作活動は止めるわけにはいかないと考えます。今年度後半に事

態の改善がみられた場合に即事業の再開が出来るように例年通りの予算を計上することに

しました。総会に関しましては残念ながら直接集まることを避け、今年度は例外的に書面

による採決をいたします。なにとぞ、ご理解ご協力のほどよろしくお願いいたします

　この度の禍に負けず、我々同窓生の創作活動の更なる発展が叶うことを願っております。

２０２０年度

ご挨拶 会長
　

冨家裕久

《ＫＯＭＡＩＮＵ|Ｇｕａｒｄｉａｎ Ｂｅａｓｔｓ|》

制作年：２０１９年

素　材：ステンレススチール、ＦＲＰ　他

制　作：ヤノベケンジ 　　　　京都芸術大学ウルトラファクトリー 　　　　制作学生メンバー 　　　　稲垣弥々、岩淵二千乃、大野裕和、鈴木天音、 　　　　鈴木せつか、住谷桃、辻紗弥香、藤田みのり、 　　　　柳生梨音、吉本早耶香

　
本
作
品
は
、
現
在
の
地
球
環
境
の
悪
化
、
人
類
の
分
断
や
対
立
、

国
際
紛
争
な
ど
か
ら
世
界
を
守
る
た
め
の
守
護
獣
と
し
て
、
彫
刻

家
ヤ
ノ
ベ
ケ
ン
ジ
が
京
都
芸
術
大
学
の
学
生
10
名
と
共
に
、
比
叡

山
延
暦
寺
の
『
に
な
い
堂
』
に
奉
納
展
示
す
る
た
め
に
制
作
し
た
。

　
狛
犬
は
、
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
か
ら
中
国
や
朝
鮮
半
島
を
経
て
日

本
に
伝
播
し
、
も
と
も
と
仏
や
神
を
守
る
獅
子
と
し
て
表
さ
れ
て

き
た
。
日
本
に
お
い
て
、
向
か
っ
て
右
側
に
口
を
開
け
た
獅
子
、

左
側
に
角
が
あ
り
口
を
閉
じ
た
狛
犬
が
向
い
合
せ
に
置
か
れ
、『
阿

吽
』
が
対
と
な
っ
た
。
平
安
時
代
、
宮
中
の
清
涼
殿
に
魔
除
け
と

し
て
置
か
れ
た
の
が
は
じ
ま
り
の
一
つ
と
さ
れ
る
。

　
本
作
品
は
、
平
安
神
宮
の
大
鳥
居
の
前
に
設
置
す
る
狛
犬
と
し

て
構
想
さ
れ
、
鎮
護
国
家
の
道
場
で
あ
り
、『
日
本
仏
教
の
母
山
』

と
称
さ
れ
る
比
叡
山
延
暦
寺
に
奉
納
展
示
さ
れ
た
。
今
回
、
創
造

す
る
喜
び
を
見
つ
め
、
相
次
ぐ
風
水
害
、
世
界
的
な
疫
病
の
蔓
延

か
ら
人
々
を
守
る
願
い
を
込
め
、『
蕎
術
立
国
』
を
目
指
す
本
学

前
に
改
め
て
展
示
す
る
。

比
叡
山
延
暦
寺
よ
り
今
降
り
立
つ
守
護
獣
た
ち

表
紙
の
作
品
に
つ
い
て

　はじめに、新型コロナウイルス感染症（Ｃ

ＯＶＩＤ-19）に罹患された皆様、および関係

者の皆様に心よりお見舞い申し上げます。

　瓜生山同窓会 会長 冨家です。２０１９年末から

始まった、新型コロナウイルス感染症（ＣＯＶＩＤ-19）の流行による

影響は今年度の７月に至ってもなお社会的影響が大きく。同窓会の活動にも

支障をきたしています。経済活動の再開の流れは感じていますが、同窓会として今まで

行ってきました事業については、より安全面を重視する判断をしまして本部役員及び支部

役員の皆さまには事業の準備の段階からの期間をも活動中止とさせていただきました。大

学側の事業展開にも影響があり、ホームカミングデーの開催も今年度は見送ることになり

ました。

　しかしながら、我々の創作活動は止めるわけにはいかないと考えます。今年度後半に事

態の改善がみられた場合に即事業の再開が出来るように例年通りの予算を計上することに

しました。総会に関しましては残念ながら直接集まることを避け、今年度は例外的に書面

による採決をいたします。なにとぞ、ご理解ご協力のほどよろしくお願いいたします

　この度の禍に負けず、我々同窓生の創作活動の更なる発展が叶うことを願っております。
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